
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。

学校名 拓殖大学 
設置者名 学校法人拓殖大学 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

商学部 

経営学科 
夜 ・

通信 

8 

0 

38 46 13 

国際ビジネス学科 
夜 ・

通信 
52 60 13 

会計学科 
夜 ・

通信 
28 36 13 

政経学部 

法律政治学科 
夜 ・

通信 

0 

52 60 13 

経済学科 
夜 ・

通信 
52 60 13 

社会安全学科 
夜 ・

通信 
8 16 13 

外国語学部 

英米語学科 
夜 ・

通信 

4 

18 30 13 

中国語学科 
夜 ・

通信 
8 20 13 

スペイン語学科
夜 ・

通信 
6 18 13 

国際日本語学科 
夜 ・

通信 
16 28 13 

工学部 

機械システム工

学科 

夜 ・

通信 

4 

8 20 13 

電子システム工

学科 

夜 ・

通信 
26 38 13 

情報工学科 
夜 ・

通信 
18 30 13 

デザイン学科 
夜 ・

通信 
30 42 13 

国際学部 国際学科 
夜 ・

通信 
0 42 50 13 

（備考）社会安全学科は完成年度を超えていない学部となります。 
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２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページに公表している。 

https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/disclosure/ 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

なし 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 拓殖大学 
設置者名 学校法人拓殖大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学ホームページにて公表している。 

https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/organization.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

 

非常勤 

 

株式会社役員 

2023.6.17 

～

2027.5.31 

組織運営体制への

チェック機能 

 

非常勤 

 

株式会社役員 

2025.6.21 

～ 

令和 11年度

定時評議員

会終結の時 

組織運営体制への

チェック機能 

 

非常勤 

 

認可法人役員 

2024.4.1 

～

2028.3.31 

組織運営体制への

チェック機能 

 

非常勤 

 

株式会社役員 

2023.12.1 

～

2027.11.30 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 拓殖大学 

設置者名 学校法人拓殖大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本学の講義要項（シラバス）は、毎年度 4月から本学ホームページに掲載し予め学

生に周知している。全学統一の様式により、記載項目を「主要授業科目（主要授業科

目の場合）」「科目名」「英文科目名」「担当教員名」「開講キャンパス」「科目ナ

ンバリング」「ディプロマ・ ポリシー（DP）キーワード」「授業形態」「SDGs マー

ク」「授業の目的及び到達目標」「授業計画」「授業の方法」「予習・復習」「成績

評価の方法」「教科書・参考書」「関連する科目」「当該科目の実務経験（該当する

場合のみ記載）」の構成としている。 

単位制度の本来の趣旨を踏まえ、学生の主体的な学修を促す仕組みとして予習・復

習に必要な時間・内容や課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法を

講義要項に明記している。また、学生に自らの課程を通じた学修成果を把握させるた

めに、「卒業認定・学位授与の方針（デュプロマ・ポリシー）」と当該科目との対応

関係も併記している。さらに、個々の授業科目の記載内容が適正であるかといった観

点から組織的に検討を行うため、第三者が精査する講義要項（シラバス）のチェック

体制を整えている。この講義要項は、学生が年間または 4年間の履修計画、学修計画

を立てる際や授業科目を選択する際に活用されている。 

授業計画書の公表方法 
本学ホームページに公表している。 

https://syllabus.takushoku-u.ac.jp/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
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（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

本学では、成績評価を客観的かつ厳格に行うことを目的として、次のとおり、GPAの

基準を用いて「成績不振学生の面接等」を行うこと、学科目別の成績評価分布の状況

を把握し公表したうえで、教員間又は授業科目間の平準化を目指した「成績評価基準」

及び「成績評価分布の目安」を定めるなどの取組を行っている。 

 

履 修 要 項（抜粋） 

 

（1）教員間又は授業科目間の平準化を目指した「成績評価基準」等 

①試験問題やレポートの難易度は、客観的な評価となるよう、工夫し予め 70か   

 ら 80 点程度の平均点となるように努めます。 

②成績評価は、学期試験、レポート、小テスト、授業への参加度など、多元的か

つ総合的に評価し、その個々の評価点の割合を講義要項で示します。 

③成績評価基準は、極端な偏りの評価が行われないよう、学科目別成績評価分布

表の平均値を踏まえ、下表のとおり、評価の分布（目安）となるように努めま

す。 

○成績評価分布の目安 

 

 

 

 

評   価 素  点 評価の分布（目安）  

 

 

 

Ｓ 100～90点 20％程度 

Ａ 89～80点 20～30％程度 

Ｂ 79～70点 20～30％程度 
     

※C・Fの評価の分布の目安は、次に示す「学科目別成績評価分布」の平均値を 

考慮します。 

  ※履修者20人以下及び習熟度別クラスの科目は除きます。  

 

（2）学科目別の成績評価分布表は、本学ホームページで公表しています。 

   「拓殖大学 学科科目別 成績評価分布」で検索してください。 

 

 
さらに、「教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）」において、予め、

学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・復習及び成績評価の方法等を明示し

たうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った学修過程を重視し、「成績評価基準」

に基づき厳格に行うことを明記している。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
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（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学のＧＰＡ（Grade Point Average）は、科目毎の成績素点に対して GP（Grade 

Point）を設定し、その科目の単位数を加味して 1単位あたりの GPの平均値を表した

もので、学修状況を総合的に示す指標として用いている。なお、本学の GPAは次のと

おり算出している。 

 

（1）各科目の GPを求める 

GP＝（成績素点－55）／10 

ただし GPが ① 0.5 未満のときは、GP＝ 0.0 (59点以下)、 

② 0.5～0.9のときは、GP＝ 1.0 (60点～64点)、 

③ 4.1～4.5のときは、GP＝ 4.0 (96点～100点)となる。 

（2）ＧＰＡを求める 
 

（履修登録科目のＧＰ×その科目の単位数）の総和 
ＧＰＡ ＝  

履修登録科目の総単位数（不合格科目含む） 
 

※ＧＰＡの値は、小数第３位を切り捨てて、少数第２位まで表示する。  

（3）ＧＰＡの発表 
ＧＰＡは、学業成績表に学期（前期・後期）・年度・累積の 3 種類を記載

する。また、成績証明書に累積のＧＰＡを記載する。 
 

なお、本学では、成績評価を客観的かつ厳格に行うことを目的として、GPA の基準を

用いて「成績不振学生の面接」等を行うこと、学科目別の成績評価分布の状況を把握 

し公表したうえで、教員間又は授業科目間の平準化を目指した「成績評価基準」及び

「成績評価分布の目安」を定めるなどの取組を行っている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

本学ホームページに公表している。 

https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/president/GPA-

1.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学の各学科「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」は、全学的

な「拓殖大学『三つのポリシー』の策定方針」に基づき、①卒業・修了時までの到達

目標（知識、技能、態度等）及び②卒業・修了後の進路の大きく２構成としている。

同方針に謳う到達目標は、学生が卒業・修了時に身につけている能力であり、社会に

対しその能力を保証するものである。従って、学生の学修目標として機能するよう、

到達目標では、「何が身につけられるのか」を、専門的能力、コミュニケーション能力、

課題発見解決能力等の観点から分類し、具体的かつ明確に定めている。以上の到達目

標を達成したうえで、学長は、本学に 4年以上在学し各学部が定める授業科目及び単

位数を修得した者に対して、教授会の議を経て、卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本学ホームページに公表している。 

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/faculty-

educational-policy.html 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 拓殖大学 

設置者名 学校法人拓殖大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

本学ホームページにて公表している。 
https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/finance.html 

収支計算書又は損益計算書 
財産目録 
事業報告書 
監事による監査報告（書） 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：本学ホームページに公表している。 

https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/evaluation.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：本学ホームページに公表している。 

https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/evaluation.html  
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要
学部等名 商学部 経営学科 

教育研究上の目的（公表方法：本学ホームページに公表している。 

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fcom-about.html ） 

（概要） 

企業、組織、流通及び市場の仕組みやその活動を理解する能力と、経営を実践する能力

を修得し、ビジネスの世界で活躍できる人材を育成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。 

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fcom-about.html ） 

（概要） 

商学部 経営学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

①卒業時までの到達目標

「商学の諸分野における実学を身につけ、グローバル化の進むビジネス社会で活躍で

きる人材を育成する」とする商学部全体の人材の育成に関する目的を踏まえて、経営学

科では、企業、組織、流通及び市場の仕組みやその活動を理解する能力と、経営を実践

する能力を修得し、ビジネスの世界で活躍できる人材を育成するため、十分な教育を行

い、以下の到達目標（知識・技能・協働力等）に達した者に対して学士（商学）の学位

を授与する。 

ア．幅広い教養の修得

豊かな教養の礎を築くとともに、日本語のコミュニケーション能力やキャリア発

達にかかわる諸能力など、社会人として必要な技能を身につけている。

イ．外国語運用能力の修得

外国語や日本語（外国人留学生）の基礎的な知識を修得し、その知識を活かして

優れた語学運用能力が発揮できるコミュニケーション力を身につけている。

ウ．専門的知識・技能の修得

商学・経営学の基礎的な知識を修得し、幅広い教養、実践的な IT 活用能力などを

身につけたうえで、「経営」「IT 経営」「流通マーケティング」の３つの専門分野・

領域のいずれかで十分な専門的知識と技能等を身につけている。

エ．問題発見解決能力の修得

獲得した知識・技能等を総合的に活用して問題を発見し、その解決に必要な情報

収集・整理・分析能力を有し、その問題を確実に解決できる能力を身につけている。 

オ．コミュニケーション・協働力の修得

各自の専門の学問分野・領域における高度な知識を有し、社会においてコミュニ

ケーション力を発揮し問題発見解決を他者と協調して行う能力を身につけている。

なお、外国人留学生は、以上の能力に加え、日本文化の理解や日本の企業等への就職

に対応できる専門的な日本語能力を身につけている。  

②卒業後の進路

同課程の教育課程を修め、以上の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

製造、金融、流通、情報通信産業をはじめとする様々な業種の国内外の企業、あるいは、

NPO 団体、官公庁等において、身に付けたスキルを活かした高い業務遂行能力を発揮す

ることができる。 
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教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fcom-about.html ） 

（概要）商学部 経営学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

①教育課程の編成

商学部経営学科の教育課程は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」や卒業時に求

める学修成果を踏まえ、以下の５点を重視し編成する。幅広い教養及び専門的知識・技

能力の育成は講義形態を、外国語運用能力、課題発見解決能力及びコミュニケーション・

協働力の育成には演習形態を採用し、特に課題発見解決能力の育成にはアクティブ・ラ

ーニングを取り入れる。さらに、国内外の企業、団体、官公庁等において、身に付けた

スキルを活かした高い業務遂行能力が獲得できるように、順次性のある体系的な教育課

程を編成する。

ア．幅広い教養の育成

全学共通教養科目の５系列「国際性を高める」「専門性の幅を広げる」「人間性

を高める」「キャリア形成を行う」「データ活用能力を養う」をバランスよく理解

させ、幅広い教養を育成する。

イ．外国語運用能力の育成

必修英語や選択英語において、基礎的な英語運用能力を修得させ、経営分野の知

見を活かしたビジネス・スキルの実践がはかれるよう育成する。地域言語科目にお

いても、基礎的な知識を理解させ、英語とあわせて優れた外国語能力を実践できる

ようにする。

ウ．専門的知識・技能の育成

商学・経営学の基礎的な知識を修得し、幅広い教養、実践的なＩＴ活用能力など

を身につけたうえで、「経営」「IT 経営」「流通マーケティング」の３つの専門分

野・領域のいずれかで十分な専門的知識と技能等を身につけ実践できるように育成

する。

エ．問題発見解決能力の育成

幅広い教養科目や商学の基礎科目である経営学総論、流通総論、IT 経営基礎論を

土台としたコース基本科目により獲得した知識、および、IT リテラシー科目、経営

情報演習等で修得した IT 利用能力等を総合的に活用して問題を発見し、その解決に

必要な情報収集・整理・分析能力を有し、確実に問題解決を遂行できるよう育成す

る。

オ．コミュニケーション・協働力の育成

各自の専門の学問分野・領域において修得した知識を生かし、各種設置された演

習やアクティブ・ラーニングを実践する科目、専門のゼミナール科目において他者

と協働し、問題発見解決能力をより一層ブラッシュアップさせ、社会においてコミ

ュニケーション能力を発揮し即戦力となる人材を育成する。

なお、外国人留学生は、以上の育成に加え、日本語、ビジネス日本語等の科目に

おいて、日本の文化や就職に対応できる専門的な日本語能力を向上させ、日本の企

業等で就職できるように育成する。 

②学修成果の評価

学修成果の評価については、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った

学修過程を重視し、「成績評価基準」に基づき厳格に行う。 
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入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fcom-about.html） 

（概要） 

商学部 経営学科 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 
 

 

①入学前に求められる能力、水準等 

  商学部経営学科は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程編成・実

施の方針」を踏まえ、企業、組織、流通及び市場の仕組みやその活動を理解する能力と、

経営を実践する能力を修得し、国内外の企業、団体、官公庁等で、身につけたスキルを

活かし高い業務遂行能力を有した、有為の人材を輩出することを目的とする。このため、

本学科に入学を希望する場合、本学科の目的及び研究分野に高い関心を持ち、さらに次

のア．学習歴を有するとともに、イ．学力水準及びウ．能力を身につけている学生を求

める。 

 

ア．学習歴 

   （ア）高等学校での教育課程を幅広く学習している。 

   （イ）外国人留学生は、入学前に日本語を学習している。 

イ．学力水準 

（ア）高等学校で修得すべき基礎的な知識、言語運用能力、論理的思考能力及び社 

会的適応能力を身につけている。 

（イ）商学・経営学の領域を学修するために必要とする基礎的な学力や技能を身に

つけている。 

（ウ）外国人留学生は、授業を受けるために必要とする日本語能力を身につけてい 

る。 

ウ．能力 

（ア）課題分析に必要となる基本的な知識を理解し分析することを身につけている。 

（イ）他者の意見を聞き内容を正確に理解することを身につけている。 

（ウ）順序立ててわかりやすく文書を書くことや説明することを身につけている。 

（エ）共通の目標を達成するために個人の役割を理解し行動することを身につけて 

いる。 

（オ）目的意識をもち大学の活動に積極的に参加し、目標を実現するための方向性 

を自ら示す力を身につけている。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜方法は、高等学校での活動実績（資格含む）や人物ならびに目的意識とそ

れを実現しうる学修意欲、学習歴及び能力を審査するための面接・プレゼンテーション

等に重点をおく「総合型選抜」及び「学校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点をお

く「一般選抜」の三つに大きく分かれ、各々の区分において入学に求められる水準、能

力等を個別に審査・判定する。前者においては、それまでに高等学校等で得た知識や体

験、資格も審査の対象とする。 

  外国人留学生の入学者選抜方法も同様に、外国人留学生専用の「外国人留学生選抜（自

己推薦）」「学校推薦型選抜」及び「一般選抜」の三つからなる。「外国人留学生選抜

（自己推薦）」及び「学校推薦型選抜」では学修意欲、学習歴及び能力の審査に重点を

おき、「一般選抜」では学力水準の審査に重点をおいて判定する。 

  外国人留学生特別枠の入学者選抜方法は、学修意欲、学習歴及び能力の審査に重点を

おく「日本語教育機関推薦指定校」と学力水準の審査に重点をおく「日本留学試験利用

型」の二つの制度を設ける。 
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①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 商学部 国際ビジネス学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fcom-about.html） 

（概要） 

貿易、サービス・ビジネス、ホスピタリティ・ビジネス、コミュニケーション、ビ

ジネス英語の各領域における実学を総合的に修得し、国際ビジネスの舞台で活躍で

きる人材を育成する。 
 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fcom-about.html） 

（概要） 

商学部 国際ビジネス学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

①卒業時までの到達目標 

  「商学の諸分野における実学を身につけ、グローバル化の進むビジネス社会で活躍で

きる人材を育成する」とする商学部全体の人材の育成に関する目的を踏まえて、国際ビ

ジネス学科では、国際経営、貿易、観光、ホスピタリティ・ビジネス、コミュニケーシ

ョンの各領域における実学を総合的に修得し、国際ビジネスの舞台で活躍できる人材を

育成するため、十分な教育を行い、以下の到達目標（知識・技能・態度等）に達した者

に対して学士（商学）の学位を授与する。 

 

ア．幅広い教養の修得 

    豊かな教養の礎を築くとともに、日本語のコミュニケーション能力やキャリア発

達にかかわる諸能力など、社会人として必要な技能を身につけている。 

イ．外国語運用能力の修得 

    英語に代表される実践的な言語運用能力を修得するとともに、幅広い教養を身に

つけ、グローバル社会の構造と動態、及び異文化を理解できる能力を身につけてい

る。 

ウ．専門的知識・技能の修得 

    国際経営、貿易、観光、ホスピタリティ・ビジネス、コミュニケーションの各領

域に関する専門知識を十分身につけている。 

エ．問題発見解決能力の修得 

    ビジネスの専門的な知識・センス等を活用して問題を発見し、その解決に必要な

情報収集・整理・分析能力を有し、その問題を確実に解決できる能力を身につけて

いる。 

オ．コミュニケーション・協働力の修得 

    ビジネス・コミュニケーションにおける高度な知識・技能を有し、グローバルな

地域で他者と協働して行動できる能力を身につけている。 

 

なお、外国人留学生は、以上の能力に加え、日本文化の理解や日本の企業等への就職

に対応できる専門的な日本語能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

  同課程の教育課程を修め、以上の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

国内外の商社、貿易会社、観光産業、金融業等の分野、また、多国籍企業など国際的な

職場で従業員のコミュニケーションを円滑にする職務において、優れた能力を発揮する
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ことができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fcom-about.html） 

（概要） 

商学部 国際ビジネス学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

①教育課程の編成

商学部国際ビジネス学科の教育課程は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」や卒

業時に求める学修成果を踏まえ、以下の５点を重視し編成する。幅広い教養及び専門的

知識・技能力の育成に講義形態を中心に、外国語運用能力、課題発見解決能力及びコミ

ュニケーション・協働力の育成に演習形態を中心に採用し、特に課題発見解決能力の育

成にはアクティブ・ラーニングを取り入れる。さらに、国内外の商社、貿易会社、観光

産業、金融業等の分野につながるとともに、多国籍企業の本部または諸外国の支店など

国際的な職場で従業員のコミュニケーションを円滑にする能力の育成につながる順次性

のある体系的な教育課程を編成する。 

ア．幅広い教養の育成

全学共通教養科目の５系列「国際性を高める」「専門性の幅を広げる」「人間性

を高める」「キャリア形成を行う」「データ活用能力を養う」をバランスよく理解

させ、幅広い教養を育成する。

イ．外国語運用能力の育成

ビジネス英語能力を修得するために、３年次まで必修英語科目を配置する。さら

に、本学科独自の選択英語科目を数多く配置することで、より高度なレベル・内容

に応じたビジネス英語を実践できるように育成する。地域言語科目においても、基

礎的な知識を理解させ、優れた外国語運用能力を実践できるように育成する。

ウ．専門的知識・技能の育成

貿易に関連する企業やグローバルな事業展開をする企業で活躍したいという場合

には、「国際経営・貿易」分野及び「コミュニケーション」「ビジネス英語」分野、

旅行・観光や金融業界をはじめとした業界で活躍したいという場合には「サービス・

ビジネス」及び「ホスピタリティ・ビジネス」分野をよく理解させ、専門的知識・

技能を育成する。

エ．問題発見解決能力の育成

ゼミナールなどの演習科目においてアクティブ・ラーニングを取り入れ、獲得し

た知識・技能等を総合的に活用して問題を発見し、その解決に必要な情報収集・整

理・分析能力を有し、確実に問題解決を遂行できるように育成する。

オ．コミュニケーション・協働力の育成

各自の専門の学問分野・領域において修得した知識を生かし、各種設置された演

習やアクティブ・ラーニングを実践する科目、専門のゼミナール科目において他者

と協働し、問題発見解決能力をより一層ブラッシュアップさせ、社会においてコミ

ュニケーション能力を発揮し即戦力となる人材を育成する。

なお、外国人留学生は、以上の育成に加え、日本語、ビジネス日本語等の科目に

おいて、日本の文化や就職に対応できる専門的な日本語能力を向上させ、日本の企

業等で就職できるように育成する。  
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②学修成果の評価 

  学修成果の評価については、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った

学修過程を重視し、「成績評価基準」に基づき厳格に行う。 

 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fcom-about.html） 

（概要） 

商学部 国際ビジネス学科 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 
 

①入学前に求められる能力、水準等 

  商学部国際ビジネス学科は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程

編成・実施の方針」を踏まえ、貿易、サービス・ビジネス、ホスピタリティ・ビジネス、

コミュニケーション、ビジネス英語の各領域における実学を総合的に修得し、国内外の

商社、貿易会社、観光産業、金融業等の分野で活躍できる、また、多国籍企業の本部ま

たは諸外国の支店等国際的な職場で従業員のコミュニケーションを円滑にする職務にお

いて、優れた能力を発揮することができる有為の人材を輩出することを目的とする。こ

のため、本学科に入学を希望する場合、本学科の目的及び研究分野に高い関心を持ち、

さらに次のア．学習歴を有するとともに、イ．学力水準及びウ．能力を身につけている

学生を求める。 

 

ア．学習歴 

（ア）高等学校での教育課程を幅広く学習している。 

（イ）外国人留学生は、入学前に日本語を学習している。 

イ．学力水準 

（ア）商学の学問領域を学修するために必要とする基礎的な学力や技能を身につけ 

ている。 

（イ）国際コミュニケーションを学修するために必要とする基礎的な英語力を身に 

つけている。 

（ウ）外国人留学生は、本学科の授業を受けるために必要とする日本語能力を身に 

つけている。 

ウ．能力 

（ア）課題分析に必要となる基本的な知識を理解することを身につけている。 

（イ）他者の意見を聞き内容を正確に理解することを身につけている。 

（ウ）順序立ててわかりやすく文書を書くことや説明することを身につけている。 

（エ）共通の目標を達成するために個人の役割を理解し行動することを身につけて 

いる。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点をおく「総合型選抜」及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点をおく「一般選抜」の三つの方法により入学

に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校等で得た

知識や体験、資格も審査の対象とする。 

  外国人留学生の入学者選抜も同様に大きく外国人留学生専用の「外国人留学生選抜（自

己推薦）」「学校推薦型選抜」及び「一般選抜」の三つからなる。「外国人留学生選抜

（自己推薦）」及び「学校推薦型選抜」では学修意欲、学習歴及び能力の審査に重点を

おき、「一般選抜」では学力水準の審査に重点をおいて判定する。 
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外国人留学生特別枠の入学者選抜では、学修意欲、学習歴及び能力の審査に重点をお

く「日本語教育機関推薦指定校」と学力水準の審査に重点をおく「日本留学試験利用型」

の二つの制度を設ける。 

 

 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 商学部 会計学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fcom-about.html） 

（概要） 

ビジネス世界における会計情報の役割及び企業法制度の仕組みを修得し、職業的会計人

(会計のプロフェッショナル)として活躍できる人材を育成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：                ） 

（概要） 

商学部 会計学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

①卒業時までの到達目標 

  「商学の諸分野における実学を身につけ、グローバル化の進むビジネス社会で活躍で

きる人材を育成する」とする商学部全体の人材の育成に関する目的を踏まえて、会計学

科では、ビジネス世界における会計情報の役割及び企業法制度の仕組みを修得し、職業

的会計人(会計のプロフェッショナル)として活躍できる人材を育成するため、十分な教

育を行い、以下の到達目標（知識・技能・態度等）に達した者に対して学士（商学）の

学位を授与する。 

 

ア．幅広い教養の修得 

    豊かな教養の礎を築くとともに、日本語のコミュニケーション能力やキャリア発

達にかかわる諸能力など、社会人として必要な技能を身につけている。 

イ．外国語運用能力の修得 

    高度な外国語運用能力を修得するとともに、幅広い教養を身につけ、グローバル

社会の構造と動態、及び異文化を理解できる能力を身につけている。 

ウ．専門的知識・技能の修得 

    会計に関する専門的知識と技能を身につけ、企業等が作成する各種の会計情報を

効果的に利用しながら幅広くビジネス社会で活躍する知見を身につけている。 

エ．問題発見解決能力の修得 

    会計分野の専門知識を活かした問題発見能力や分析能力、判断力を身につけてい

る。 

オ．コミュニケーション・協働力の修得 

    国際的視野に立って異文化を理解し、コミュニケーションをはかる能力を身につ

けている。 

 

なお、外国人留学生は、以上の能力に加え、日本文化の理解や就職に対応できる専門
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的な日本語能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

  同課程の教育課程を修め、以上の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

公認会計士や税理士などの会計専門職のみならず、証券アナリスト、ファイナンシャル・

プランナー、国税専門官、企業の財務・経理担当者など、企業会計に精通したビジネス

の分野で優れた能力を発揮することができる 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fcom-about.html） 

（概要） 

商学部 会計学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

①教育課程の編成 

  商学部会計学科の教育課程は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」や卒業時に求

める学修成果を踏まえ、以下の５点を重視し編成する。幅広い教養及び専門的知識・技

能力の育成に講義形態を、外国語運用能力、課題発見解決能力及びコミュニケーション・

協働力の育成に演習形態を採用し、特に課題発見解決能力の育成にはアクティブ・ラー

ニングの要素を取り入れる。さらに、公認会計士や税理士などの会計専門職のみならず、

証券アナリスト、ファイナンシャル・プランナー、国税専門官、企業の財務・経理担当

者など、企業会計に精通したビジネスマンの活躍に結びつく順次性のある体系的な教育

課程を編成する。 

 

ア．幅広い教養の育成 

    全学共通教養科目の５系列「国際性を高める」「専門性の幅を広げる」「人間性

を高める」「キャリア形成を行う」「データ活用能力を養う」をバランスよく理解

させ、幅広い教養を育成する。 

イ．外国語運用能力の育成 

    必修英語や選択英語において、基礎的な英語運用能力を修得させ、会計分野の知

見を活かしたビジネス・スキルの実践がはかれるよう育成する。地域言語科目にお

いても、基礎的な知識を理解させ、英語とあわせて優れた外国語能力を実践できる

ようにする。 

ウ．専門的知識・技能の育成 

    発展・応用科目（３・４年次）には、①会計基準と制度会計、②経営管理と会計

情報、③国際会計とその他の会計の３領域にわたる科目を配置し、将来の進路に応

じた、多様な側面からの会計領域を学修できるよう育成する。加えて、会計分野の

基礎科目（２年次）から、基礎力拡充科目（２年次）を経て、発展・応用科目（３・

４年次）へと段階的に、体系的かつ順次性に考慮する。 

エ．問題発見解決能力の育成 

    会計分野の演習科目に加え、商法（会社法）、租税法及び経済に関する演習科目

を編成し、認知的・倫理的・社会的能力、教養、専門的知識、経験を含めた汎用的

能力の修得により問題発見解決能力を育成する。 

オ．コミュニケーション・協働力の育成 

    各自の専門の学問分野・領域において修得した知識を生かし、各種設置された演

習やアクティブ・ラーニングを実践する科目、専門のゼミナール科目において他者

と協働し、問題発見解決能力をより一層ブラッシュアップさせ、社会においてコミ

ュニケーション能力を発揮し即戦力となる人材を育成する。 

 

    なお、外国人留学生は、以上の育成に加え、日本語、ビジネス日本語等の科目に
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おいて、日本の文化や就職に対応できる専門的な日本語能力を向上させ、国内外の

企業等で就職できるように育成する。 

 

②学修成果の評価 

  学修成果の評価については、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った

学修過程を重視し、「成績評価基準」に基づき厳格に行う。 

 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fcom-about.html） 

（概要） 

商学部 会計学科 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 
 

①入学前に求められる能力、水準等 

  商学部会計学科は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程編成・実

施の方針」を踏まえ、ビジネス世界における会計情報の役割及び企業法制度の仕組みを

修得し、職業的会計人(会計のプロフェッショナル)として活躍できる人材を育成し、活

躍する有為の人材を輩出することを目的とする。このため、本学科に入学を希望する場

合、本学科の目的及び研究分野に高い関心を持ち、さらに次のア．学習歴を有するとと

もに、イ．学力水準及びウ．能力を身につけている学生を求める。とくに、会計情報や

職業的会計人の社会的な役割に強い関心を持ち、深く考察してみたいという知的探究心

を備えている人、各種の検定試験へチャレンジしている等、段階を追った学修ができる

だけの基礎的な学習習慣が身についている人を求める。 

 

ア．学習歴 

    高等学校等で国語、英語及び数学または社会（日本史、世界史、政治・経済）を

学習している。 

    外国人留学生は、入学前に日本語を学習している。 

イ．学力水準 

会計学の学問領域を学修するために必要とする基礎的な学力や技能を身につけ

ている。 

外国人留学生は、本学科の授業を受けるために必要とする日本語能力を身につけ

ている。 

ウ．能力 

（ア）課題分析に必要となる基本的な知識を理解することを身につけている。 

（イ）他者の意見を聞き内容を正確に理解することを身につけている。 

（ウ）順序立ててわかりやすく文書を書くことや説明することを身につけている。 

（エ）共通の目標を達成するために個人の役割を理解し行動することを身につけて 

いる。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点をおく「総合型選抜」及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点をおく「一般選抜」の三つの方法により入学

に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校等で得た

知識や体験、資格も審査の対象とする。 

  なお、外国人留学生の入学者選抜も同様に大きく外国人留学生専用の「外国人留学生

選抜（自己推薦）」「学校推薦型選抜」及び「一般選抜」の三つからなる。「外国人留学

生選抜（自己推薦）」及び「学校推薦型選抜」では学修意欲、学習歴及び能力の審査に
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重点をおき、「一般選抜」では学力水準の審査に重点をおいて判定する。 

 

 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 政経学部 法律政治学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html ） 

（概要） 

法律学・政治学分野における理論的・実践的知識を身につけ、グローバル化時代の

実社会の諸問題を的確に指摘し、解決できる能力と意欲を持った人材を育成する。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html） 

（概要） 

政経学部 法律政治学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

①卒業時までの到達目標 

「法律・政治・経済の３分野における基礎及び専門知識を身につけ、国際的視野に立

ち公共と民間の多様な領域で社会に貢献できる人材を育成する」ことを学位授与の前提

とする政経学部全体の方針を踏まえて、法律政治学科では、特に法律学・政治学分野に

おける理論的・実践的知識を身につけ、グローバル化時代の実社会の諸問題を的確に見

極め、解決できる能力と意欲を持った人材を育成するため、十分な教育を行い、以下の

到達目標（知識・技能・態度等）に達した者に対して学士（法律政治学）の学位を授与

する。  

 

ア．幅広い教養の修得 

    豊かな教養の礎を築くとともに、日本語のコミュニケーション能力やキャリア形

成にかかわる諸技能など、社会人として必要な能力を身につけている。 

イ．思考枠組み・汎用的応用能力の修得 

    理論・実証双方にわたる法律学・政治学的思考枠組みを基礎として、それらの思

考枠組みを実社会の問題に汎用し、問題解決のために応用する能力を身につけてい

る。 

ウ．外国語能力の修得 

    修得した外国語とそれを使用する国・地域の基礎的な知識を修得し、多様な民族・

文化への高度な対応力を身につけている。 

エ．専門性の修得 

現実の法律・政治現象を理解する能力を身につけるとともに、他者と協働の上、

それを実際の問題解決に活用する能力を身につけている。 

オ．問題発見解決能力の修得 

    法律学・政治学の視点から状況を相対化して、取り組むべき課題を発見し解決す

る能力を身につけている。 
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なお、外国人留学生は、以上の能力に加え、日本文化の理解や日本の企業等への就職

に対応できる専門的な日本語能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

  同課程の教育課程を修め、以上の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

建学の理念である海外雄飛のみならず、国内においても政界や法曹界、国家公務員や地

方公務員、国際社会を視野に事業を展開する出版やマスコミ等の民間部門で、優れた能

力を発揮することができる。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html） 

（概要） 

政経学部 法律政治学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

①教育課程の編成 

  政経学部法律政治学科の教育課程は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」や卒業

時に求める学修成果を踏まえ、以下の 5 点を重視し編成する。幅広い教養、思考枠組み・

汎用的応用能力の育成及び専門性の育成には講義形態を中心に、外国語能力と課題発見

解決型能力の育成には演習形態を中心に採用し、特に課題発見解決型能力の育成につい

てはアクティブ・ラーニングを取り入れる。さらに、国家公務員や地方公務員、国際的

に事業を展開する民間企業、政界・法曹界で活躍できる人材育成につながる体系的な教

育課程を編成する。 

 

ア．幅広い教養の育成 

    全学共通教養科目の系列を「国際性を高める」「専門性の幅を広げる」「人間性 
を高める」「キャリア形成を行う」「データ活用能力を養う」の 5 系列とし、これ 
ら系列をバランスよく理解させ、幅広い教養を育成する。 

イ．思考枠組み・汎用的応用能力の育成 

「入門科目」、一年次配当の専門科目を順次性をもって学ぶことにより修得した 

法律学・政治学の思考枠組みを、実社会の問題に汎用し、問題解決のために応用す 

る能力を育成する。 

ウ．外国語能力の育成 

「外国語科目」区分や「地域研究科目」において、外国語とそれを使用する国・ 

地域を理解させ、多様な民族・文化への高度な対応ができるように育成する。 

エ．専門性の育成 

「基礎科目」、「学科専門科目」を順次性をもって学ぶことにより、現実の法律・ 

政治現象を理解し、実際の問題解決に活用できるように育成する。 

オ．問題発見解決能力の育成 

「演習科目」を順次性をもって学ぶことにより、法律学・政治学の視点から取り 

組むべき課題を発見し、他者と協働の上、解決できるように育成する。 

 

  なお、外国人留学生は、以上の育成に加え、日本の文化や就職に対応できる専門的な

日本語能力を向上させ、日本の企業等で就職できるように育成する。 

 

②学修成果の評価 

  学修成果の評価については、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った

学修過程を重視し、「成績評価基準」に基づき厳格に行う。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。
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https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html） 

（概要） 

政経学部 法律政治学科 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

①入学前に求められる能力、水準等 

  政経学部法律政治学科は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程編

成・実施の方針」を踏まえ、法律学・政治学分野における理論的・実践的知識を身につ

け、グローバル化時代の実社会の諸問題を的確に指摘し、解決できる能力を修得し、海

外雄飛のみならず、国内においても政界や法曹界、国家公務員や地方公務員、国際社会

を視野に事業を展開する出版やマスコミ等の民間部門で、活躍する有為の人材を輩出す

ることを目的とする。このため、本学科に入学を希望する場合、本学科の目的及び研究

分野に高い関心を持ち、さらに次のア．学習歴を有するとともに、イ．学力水準及びウ．

能力を身につけている学生を求める。 

 

ア．学習歴 

    高等学校等で国語、英語、政治・経済や世界史等の社会科系科目を学習している。 

    外国人留学生は、入学前に日本語を学習している。 

イ．学力水準 

法律学や政治学の学問領域を学修するために必要とする基礎的な学力や技能を身 

につけている。 

    外国人留学生は、本学科の授業を受けるために必要とする日本語能力を身につけ

ている。 

ウ．能力 

    （ア）高等学校で修得すべき基本的知識を身につけている。 

（イ）グローバリゼーションへの興味と論理的思考力を身につけている。 

（ウ）国内外の社会現象への強い関心と行動力を身につけている。 

（エ）地域社会やグローバル社会を支える志を身につけている。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点をおく「総合型選抜」及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点をおく「一般選抜」の三つの方法により入学

に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校等で得た

知識や体験、資格も審査の対象とする。 

  なお、外国人留学生の入学者選抜も同様に大きく外国人留学生専用の「外国人留学生

選抜（自己推薦）」「学校推薦型選抜」及び「一般選抜」の三つからなる。「外国人留学

生選抜（自己推薦）」及び「学校推薦型選抜」では学修意欲、学習歴及び能力の審査に

重点をおき、「一般選抜」では学力水準の審査に重点をおいて判定する。 

 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 政経学部 経済学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html） 
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（概要） 

経済学分野における理論的・実践的知識を身につけ、グローバル化時代の実社会の

諸問題を的確に指摘し、解決できる能力と意欲を持った人材を育成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html ） 

（概要） 

政経学部 経済学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 
①卒業時までの到達目標 

  「法律・政治・経済の３分野における基礎及び専門知識を身につけ、国際的視野に立

ち公共と民間の多様な領域で社会に貢献できる人材を育成する」ことを学位授与の前提

とする政経学部全体の方針を踏まえて、経済学科では、特に経済学分野における理論的・

実践的知識を身につけ、グローバル化時代の実社会の諸問題を的確に見極め、解決でき

る能力と意欲を持った人材を育成するため、十分な教育を行い、以下の到達目標（知識・

技能・態度等）に達した者に対して学士（経済学）の学位を授与する。 

 

ア．幅広い教養の修得 

    豊かな教養の礎を築くとともに、日本語のコミュニケーション能力やキャリア形

成にかかわる諸技能など、社会人として必要な能力を身につけている。 

イ．思考枠組み・汎用的応用能力の修得 

理論・実証双方にわたる経済学的思考枠組みを基礎として、それらの思考枠組み 

を実社会の問題に汎用し、問題解決のために応用する能力を身につけている。 

ウ．外国語能力の修得 

修得した外国語とそれを使用する国・地域の基礎的な知識を修得し、多様な民族・ 

文化への高度な対応力を身につけている。 

エ．専門性の修得 

    現実の経済現象を理解する能力を身につけるとともに、他者と協働の上、それを

実際の問題解決に活用する能力を身につけている。 

オ．問題発見解決能力の修得 

    経済学の視点から状況を相対化して、取り組むべき課題を発見し解決する能力を

身につけている。 

 

なお、外国人留学生は、以上の能力に加え、日本文化の理解や日本の企業等への就職

に対応できる専門的な日本語能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

  同課程の教育課程を修め、以上の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

建学の理念である海外雄飛のみならず、国内においても国際社会との関わりが深い公益

事業や流通・金融・サービス・IT・製造等の各分野で現場を支える人材としての道が拓

けている。 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html ） 
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（概要） 

政経学部 経済学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

①教育課程の編成

政経学部経済学科の教育課程は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」や卒業時に

求める学修成果を踏まえ、以下の 5 点を重視し編成する。幅広い教養、思考枠組み・汎

用的応用能力の育成及び専門性の育成には講義形態を中心に、外国語能力と課題発見解

決型能力の育成には演習形態を中心に採用し、特に課題発見解決型能力の育成について

はアクティブ・ラーニングを取り入れる。さらに、公益事業や流通・金融・サービス・

IT・製造などの民間企業への就職につながる順次性のある体系的な教育課程を編成する。 

ア．幅広い教養の育成

全学共通教養科目の系列を「国際性を高める」「専門性の幅を広げる」「人間性

を高める」「キャリア形成を行う」「データ活用能力を養う」の 5 系列とし、これ

ら系列をバランスよく理解させ、幅広い教養を育成する。

イ．思考枠組み・汎用的応用能力の育成

「入門科目」、一年次配当の専門科目を順次性をもって学ぶことにより修得した

経済学の思考枠組みを、実社会の問題に汎用し、問題解決のために応用する能力を

育成する。

ウ．外国語能力の育成

「外国語科目」区分や「地域研究科目」において、外国語とそれを使用する国・

地域を理解させ、多様な民族・文化への高度な対応ができるように育成する。

エ．専門性の育成

「基礎科目」、「学科専門科目」を順次性をもって学ぶことにより、経済学分野
における理論的・実践的知識を身につけ、グローバル化時代の実社会の諸問題を的
確に指摘し、解決できる能力を育成する。

オ．問題発見解決能力の育成

「演習科目」を順次性をもって学ぶことにより、現実の経済現象を理解する能力

を身につけるとともに、他者と協働の上、それを実際の問題に活用できるように育

成する。

 なお、外国人留学生は、以上の育成に加え、日本の文化や就職に対応できる専門的な

日本語能力を向上させ、日本の企業等で就職できるように育成する。 

②学修成果の評価

学修成果の評価については、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った

学修過程を重視し、「成績評価基準」に基づき厳格に行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html） 

（概要） 

政経学部 経済学科 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

①入学前に求められる能力、水準等

政経学部経済学科は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程編成・

実施の方針」を踏まえ、経済学分野における理論的・実践的知識を身につけ、グローバ

ル化時代の実社会の諸問題を的確に指摘し、解決できる能力を修得し、海外雄飛のみな
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らず、国内においても国際社会との関わりが深い公益事業や流通・金融・サービス・IT・

製造等の各分野で現場を支える人材を輩出することを目的とする。このため、本学科に

入学を希望する場合、本学科の目的及び研究分野に高い関心を持ち、さらに次のア．学

習歴を有するとともに、イ．学力水準及びウ．能力を身につけている学生を求める。 

 

ア．学習歴 

    高等学校等で国語、英語、政治・経済や世界史等の社会科系科目を学習している。

さらに、外国人留学生は、入学前に日本語を学習している。 

イ．学力水準 

経済学の学問領域を学修するために必要とする基礎的な学力や技能を身につけ 

ている。さらに、外国人留学生は、本学科の授業を受けるために必要とする日本語 

能力を身につけている。 

ウ．能力 

（ア）高等学校で修得すべき基本的知識を身につけている。 

（イ）グローバリゼーションへの興味と論理的思考力を身につけている。 

（ウ）国内外の社会現象への強い関心と行動力を身につけている。 

（エ）地域社会やグローバル社会を支える志を身につけている。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点をおく「総合型選抜」及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点をおく「一般選抜」の三つの方法により入学

に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校等で得た

知識や体験、資格も審査の対象とする。 

  外国人留学生の入学者選抜も同様に大きく外国人留学生専用の「外国人留学生選抜（自

己推薦）」「学校推薦型選抜」及び「一般選抜」の三つからなる。「外国人留学生選抜

（自己推薦）」及び「学校推薦型選抜」では学修意欲、学習歴及び能力の審査に重点を

おき、「一般選抜」では学力水準の審査に重点をおいて判定する。 

  外国人留学生特別枠の入学者選抜では、学修意欲、学習歴及び能力の審査に重点をお

く「日本語教育機関推薦指定校」と学力水準の審査に重点をおく「日本留学試験利用型」

の二つの制度を設ける。 

 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 政経学部 社会安全学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html） 

（概要） 

法律学・政治学分野における社会安全上の理論的・実践的知識を身につけ、グロ

ーバル化時代の社会安全上の諸問題を的確に見極め、解決できる能力と意欲を持っ

た人材を育成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html） 
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（概要） 

政経学部 社会安全学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 
①卒業時までの到達目標 

  政経学部社会安全学科は、法律学・政治学分野における社会安全上の理論的・実践的

知識を身につけ、グローバル化時代の社会安全上の諸問題を的確に見極め、解決できる

能力と意欲を持った人材を育成するため、十分な教育を行い、以下の到達目標に達した

者に対して学士（法律政治学）の学位を授与する。 

 

ア．幅広い教養の修得 

    豊かな教養の礎を築くとともに、日本語のコミュニケーション能力やキャリア形

成にかかわる諸技能など、社会人として必要な能力を身につけている。 

イ．思考的枠組み・汎用的応用能力の修得 

論理・実証双方にわたる法律学・政治学的思考枠組みを基礎として、それらの思 

考的枠組みを実社会の問題に汎用し、問題解決のために応用する能力を身につけて 

いる。 

ウ．外国語能力の修得 

    修得した外国語とそれを使用する国・地域の基礎的な知識を修得し、多様な民族・

文化への高度な対応力を身につけている。 

エ．専門性の修得 

    現実の法律・政治現象を理解する能力を身につけるとともに、他者と協働の上、

それを防犯や防災など社会安全上の諸問題の解決に活用する能力を身につけてい

る。 

オ．問題発見解決能力の修得 

    法律学・政治学の視点から社会安全状況を相対化して、取り組むべき課題を発見

し解決する能力を身につけている。 

 

なお、外国人留学生は、以上の能力に加え、日本文化の理解や就職に対応できる専門

的な日本語能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

  本学科の教育課程を修め、以上の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

建学の理念である海外雄飛のみならず、国内においても警察官、消防官、自衛官、地方

公務員さらに国際社会を視野に社会の安全・安心に係る事業を展開する公益団体や民間

企業で、優れた能力を発揮することができる。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html） 

（概要） 

政経学部 社会安全学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

①教育課程の編成 

  政経学部社会安全学科の教育課程は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」や卒業

時に求める学修成果を踏まえ、以下の 5 点を重視し編成する。幅広い教養、思考的枠組

み・汎用的応用能力及び専門性の育成には講義形式を中心に、外国語能力及び問題発見

解決能力の育成には演習形式を中心に採用し、特に問題発見解決能力の育成については

アクティブ・ラーニングを取り入れる。さらに、警察官、消防官、自衛官、地方公務員

や、国際社会を視野に社会の安全・安心に係る事業を展開する公益団体や民間企業で活
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躍できる人材育成につながる順次性のある体系的な教育課程を編成する。 

 

ア．幅広い教養の育成 

    全学共通教養科目の系列を「国際性を高める」「専門性の幅を広げる」「人間性

を高める」「キャリア形成を行う」「データ活用能力を養う」の 5 系列とし、これ

ら系列をバランスよく理解させ、幅広い教養を育成する。 

イ．思考的枠組み・汎用的応用能力の育成 

    「入門科目」、１年次配当の専門科目を順次性をもって学ぶことにより修得した

法律学・政治学の思考的枠組みを、実社会の問題に汎用し、問題解決のために応用

する能力を育成する。 

ウ．外国語能力の育成 

    「外国語科目」を学ぶことにより、外国語とそれを使用する国・地域を理解させ、

多様な民族・文化への高度な対応ができるように育成する。 

エ．専門性の育成 

    「専門科目」の「基礎科目」区分や「学科専門科目」区分に設置された科目を順

次性をもって学ぶことにより、現実の法律・政治現象を理解し、それを防犯や防災

など社会安全上の諸問題の解決に活用できるように育成する。 

オ．問題発見解決能力の育成 

    「専門科目」の「学科専門科目」区分の「社会安全」分野と「演習科目」区分に設

置された科目を順次性をもって学ぶことにより、法律学・政治学の視点から取り組

むべき社会安全分野の課題を発見し、他者と協働の上、解決できるように育成する。 

 

  なお、外国人留学生は、以上の育成に加え、日本の社会と文化、ビジネス日本語及び

キャリアデザイン関係などの科目において、日本の文化や就職に対応できる専門的な日

本語能力を向上させ、国内外の企業等で就職できるように育成する。 

 

②学修成果の評価 

  学修成果の評価は、あらかじめ、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・復

習及び成績評価の方法等を明示したうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った学

修過程を重視し、「成績評価基準」に基づき厳格に行う。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fpse-about.html） 

（概要） 

政経学部 社会安全学科 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

①入学前に求められる能力、水準等 

  政経学部社会安全学科は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程編

成・実施の方針」を踏まえ、法律学・政治学分野における社会安全上の理論的・実践的

知識を身につけ、グローバル化時代の社会安全上の諸問題を的確に見極め、解決できる

能力を修得し、海外雄飛のみならず、国内においても警察官、消防官、自衛官、地方公

務員さらに国際社会を視野に社会の安全・安心に係る事業を展開する公益団体や民間企

業で活躍する有為の人材を輩出することを目的とする。このため、本学科に入学を希望

する場合、本学科の目的及び研究分野に高い関心を持ち、さらに次のア．①学習歴を有

するとともに、イ．学力水準及びウ．能力を身につけている学生を求める。 

 

ア．学習歴 

    高等学校等で国語、英語、地歴や公民等の社会科系科目を学習している。 

外国人留学生は、入学前に日本語を学習している。 
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イ．学力水準 

法律学や政治学の学問領域を学修するために必要となる基礎的な学力や技能を身 

につけている。 

外国人留学生は、本学科の授業を受けるために必要となる日本語能力を身につけ 

ている。 

ウ．能力 

（ア）高等学校で修得すべき基本的知識を身につけている。 

（イ）グローバリゼーションへの興味と論理的思考力を身につけている。 

（ウ）国内外の社会現象への強い関心と行動力を身につけている。 

（エ）地域社会やグローバル社会を支える志を身につけている。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能力を審査する

ための面接・プレゼンテーション等に重点をおく「総合型選抜」及び「学校推薦型選抜」

と、学力水準の審査に重点をおく「一般選抜」の三つの方法により入学に求められる水

準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校等で得た知識や体験、資

格も審査の対象とする。 

なお、外国人留学生の入学者選抜も同様に大きく外国人留学生専用の「外国人留学生

選抜（自己推薦）」「学校推薦型選抜」及び「一般選抜」の三つからなる。「外国人留学

生選抜（自己推薦）」及び「学校推薦型選抜」では学修意欲、学習歴及び能力の審査に重

点をおき、「一般選抜」では学力水準の審査に重点をおいて判定する。 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 外国語学部 英米語学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html） 

（概要） 

世界で広く用いられている英語の高い運用力とコミュニケーション能力を修得

し、豊かな教養と異文化理解をもって国の内外で活躍できる人材を育成する。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html ） 

（概要） 

外国語学部 英米語学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 
①卒業時までの到達目標 

豊かな専門的知識と実践的で的確な英語運用能力とコミュニケーション能力、さらに

多文化共生を志向する国際感覚を持ち、地域社会や国際社会の課題発見と解決に貢献

し、社会の一員として判断・行動できる人材を育成する。 

  以下の到達目標（知識、技能、意欲、協働力等）に達した者に学士（英米語）の学位

を授与する。 

 

ア．専門的知識の修得 

 英語や英語圏の文化に関する専門的知識を体系的に身につけている。 

イ．言語運用能力の修得 

時代の変化と社会の課題に答える英語の実践的な運用能力を身につけている。 
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ウ．汎用的知識・技能・能力の修得 

社会生活に広く、深く浸透しつつある ICT やデータサイエンス等の新技術に対応し

ていくための基本的な知識・技能を有し、社会人としてふさわしい対人対応に求めら

れるコミュニケーション・スキルを身につけている。 

エ．社会の一員として生きる意欲・姿勢の修得 

多様化し変化し続ける社会の一員として、異なる文化背景を持つ人々に共感し交流 

しようとする意欲とともに、時代の変化に柔軟に向き合うアクティブラーナーの力を 

身につけている。 

オ．課題発見・解決能力の修得 

地域社会から国際社会まで、所属するコミュニティや組織の一員として、相互理解 

に努めるとともに、コミュニティや組織の直面する課題を見つけ解決に向けて率先し 

て協働していく能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

  同課程の教育課程を修め、上記の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、 

 異文化コミュニケーターの素養を備えており、言語・文化の研究者、教育者、エキスパ  

 ートとして、各種ビジネス業界、官公庁、社会貢献活動等多様な分野での活躍が期待さ 

 れる。これらの活動を通じて、本学科は日本と国際社会との良好な関係の構築と維持、

ならびに日本の地域活性化、国際化に貢献する。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html ） 

（概要） 

 外国語学部 英米語学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

①教育課程の編成 

教育課程の編成にあたっては「卒業認定・学位授与方針」に謳う人材育成のために、

以下の５点を重視する。科目の配当においては、基礎から応用に向かう順次性、科目の

目標・方法の系統性にも配慮する。 

ア．専門的知識の育成 

英語圏の言語・社会・文化・歴史・経済等に関する専門的知識を育成し、専門演 

習ゼミナールを通して、卒業論文、研究、発表により学修を総合化する。 

イ．言語運用能力の育成 

・ １年次に専門的学修の基礎、２年次にアカデミックな英語運用能力を伸ばす 

ための科目、３年次には内容（教科）と言語（英語）を同時に修得する科目を 

置く。 

・ ３、４年次開講科目へスムーズに適応できるよう、基礎から応用へと段階的・ 

発展的に学修できる科目を置く。 

・ 英語教育科目群においては、英語教師として現場で活躍できるだけの知識と 

能力が身につくよう、教育方法についての理論と実践の科目を開講する。これ 

らの学修は英語教員を目指す学生にとっても必須のものである。 

・ ビジネスコミュニケーション科目群には、 ビジネスの世界で活躍したい学生 

が、貿易実務などに携わるのに必要な実用的な英語の使い方に関して知見を深 

められる科目を置く。 

・ 通訳・翻訳科目群においては、企業や団体で翻訳や通訳といった業務に対応 

するために必要な知識とスキルを体系的に学ぶ科目を置く。 

・ 英語学科目群においては、言葉としての英語そのものに興味ある学生が音声・

語彙・文法などのしくみをしっかり学び、本学大学院言語教育研究科での進学

にもつながる科目を置く。 

・ 地域研究科目群においては広く英語・英語文化に関わる進路を目指す学生が、
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英語・英語文化に関しての知見を深められる科目を置く。 

・ 英語以外の言語に対する理解を深め、その言語の運用能力を向上させるため

に、外国語科目を置く。また、生きた場面で言語使用に触れる機会を持てるよ

う、海外研修・留学プログラムへの積極的な参加を促す。 

ウ．汎用的知識・技能・能力の育成 

・ ICT、データサイエンスについての基本的知識と技能、ならびに基本的な数量 

的分析能力を向上させるために、学部基盤科目群に情報系の科目を置く。 

・ 情報収集力、情報発信力と論理的思考力はゼミナール科目群を通して指導す 

る。 

・ 人間関係の構築、維持、発展等に必要なコミュニケーション・スキルの涵養 

は、多くのアクティブ・ラーニング科目を通して指導する。 

エ．社会の一員として生きる姿勢・態度の育成 

・ 多様化する日本や国際社会に生きる一員であることが自覚できるよう、学科 

専門科目群のほか、学部教養科目群に異文化理解を深める機会を提供する科目

を置く。 

・ 卒業後のキャリアパスを早くから意識し、国内外の変化に柔軟に対応してい 

く姿勢を身につけられるように学部基盤科目としてキャリア科目群を置く。 

オ．課題発見・解決能力の育成 

・ 国内外で生起する諸問題を日頃から意識し、外国語学部生ならではのリソー

スから情報を収集、分析し、解決法を模索する姿勢と能力を涵養するため、ゼ

ミナール科目群では自ら課題を設定し、解決を模索する能動的学修を行う。そ

の集大成として、卒業時に論文、研究、発表などを全員に課する。 

・ 学科専門科目においても能動的学修の実施を推奨し、協働しながら課題を発

見し、解決する機会を可能な限り多く提供する。 

 

②学修成果の評価 

学修成果の評価に関しては、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、卒業認定・学位授与方針に沿った学修課

程を重視しつつ、成績評価基準に基づき厳格に行う。さらに GPA を利用し評価、指導す

る。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html ） 

（概要） 

外国語学部 英米語学科 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 
 

①入学前に求められる能力、水準等 

  本学科の「卒業認定・学位授与方針」及び「教育課程編成・実施の方針」を踏まえ、

英語・英語圏と母語に強い関心を持ち、さらに次のア．学習歴を有するとともに、イ．

学力水準及びウ．能力を身につけている学生を求める。 

 

ア．学習歴 

    高等学校で国語、英語、地理歴史、公民等の社会科系科目を学習している。 

イ．学力水準 

    学問領域を学修するために必要とする基礎的な知識・技能を身につけ、論理的思

考を以て情報の受信・発信ができる。 

ウ．能力 

（ア）高等学校で修得すべき基本的知識を身につけている。 

（イ）英語・英語圏の言語・社会・文化・歴史・経済等への関心と論理的思考力を 

身につけている。 
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（ウ）英語・英語圏の専門的知識と高い言語運用能力を以て、地域や国際社会を支 

える志を身につけている。 

（エ）国内外への社会現象への強い関心を持ち、コミュニケーション能力を備えて、 

協働しながら問題解決に取り組むための行動力を身につけている。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点を置く「総合型選抜」及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点を置く「一般選抜」の三つの方法により、入

学に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校で得た

知識や体験、資格も審査の対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 外国語学部 中国語学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html ） 

（概要） 

世界で広く用いられている中国語の高い運用力とコミュニケーション能力を修得

し、豊かな教養と異文化理解をもって国の内外で活躍できる人材を育成する。 

 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html） 
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（概要） 

外国語学部 中国語学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

①卒業時までの到達目標 

  豊かな専門的知識と実践的で的確な中国語運用能力とコミュニケーション能力、さら

に多文化共生を志向する国際感覚を持ち、地域社会や国際社会の課題発見と解決に貢献

し、社会の一員として判断・行動できる人材を育成する。 

以下の到達目標（知識、技能、意欲、協働力等）に達した者に学士（中国語）の学位

を授与する。 

 

ア．専門的知識の修得 

 中国語や中国語圏の文化に関する専門的知識を体系的に身につけている。 

イ．言語運用能力の修得 

時代の変化と社会の課題に答える中国語の実践的な運用能力を身につけている。 

ウ．汎用的知識・技能・能力の修得 

社会生活に広く、深く浸透しつつある ICT やデータサイエンス等の新技術に対応し

ていくための基本的な知識・技能を有し、社会人としてふさわしい対人対応に求めら

れるコミュニケーション・スキルを身につけている。 

エ．社会の一員として生きる意欲・姿勢の修得 

多様化し変化し続ける社会の一員として、異なる文化背景を持つ人々に共感し交流

しようとする意欲とともに、時代の変化に柔軟に向き合うアクティブラーナーの力を

身につけている。 

オ．課題発見・解決能力の修得 

地域社会から国際社会まで、所属するコミュニティや組織の一員として、相互理解

に努めるとともに、コミュニティや組織の直面する課題を見つけ解決に向けて率先し

て協働していく能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

同課程の教育課程を修め、上記の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

異文化コミュニケーターの素養を備えており、言語・文化の研究者、教育者、エキスパ

ートとして、各種ビジネス業界、官公庁、社会貢献活動等多様な分野での活躍が期待さ

れる。これらの活動を通じて、本学科は日本と国際社会との良好な関係の構築と維持、

ならびに日本の地域活性化、国際化に貢献する。 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html ） 

（概要） 

外国語学部 中国語学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

①教育課程の編成 

教育課程の編成にあたっては「卒業認定・学位授与方針」に謳う人材育成のために、

以下の５点を重視する。科目の配当においては、基礎から応用に向かう順次性、科目の

目標・方法の系統性にも配慮する。 

ア．専門的知識の育成 

・ 中国語圏の言語・社会・文化・歴史・経済等に関する専門的知識を育成す 
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るために、1 年次より４年次まで、必修の科目を置く。 

・ 専門演習ゼミナールを通して、卒業論文により学習を総合化する。 

イ．言語運用能力の育成 

・ 正確な発音、文法、語彙、会話表現等の専攻語の理論とアクティブ・ラーニ 

ングを積極的に導入したスピーチやプレゼンテーションさらには通訳・翻訳・ 

討論による高度で実践的な言語運用能力を育成する。 

ウ．汎用的知識・技能・能力の育成 

・ ICT、データサイエンスについての基本的知識と技能、ならびに基本的な数量 

的分析能力を向上させるために、学部基盤科目群に情報系の科目を置く。 

・ 情報収集力、情報発信力と論理的思考力はゼミナール科目群を通して指導す 

る。 

・ 人間関係の構築、維持、発展等に必要なコミュニケーション・スキルの涵養 

は、多くのアクティブ・ラーニング科目を通して指導する。 

エ．社会の一員として生きる姿勢・態度の育成 

・ 多様化する日本や国際社会に生きる一員であることが自覚できるよう、学科 

専門科目群のほか、学部教養科目群に異文化理解を深める機会を提供する科目 

を置く。 

・ 卒業後のキャリアパスを早くから意識し、国内外の変化に柔軟に対応してい 

く姿勢を身につけられるように学部基盤科目としてキャリア科目群を置く。 

オ．課題発見・解決能力の育成 

・ 国内外で生起する諸問題を日頃から意識し、外国語学部生ならではのリソース 

から情報を収集、分析し、解決法を模索する姿勢と能力を涵養するため、ゼミナ 

ール科目群では自ら課題を設定し、解決を模索する能動的学修を行う。その集大 

成として、卒業時に論文、研究、発表などを全員に課する。 

・ 学科専門科目においても能動的学修の実施を推奨し、協働しながら課題を発見 

し、解決する機会を可能な限り多く提供する。 

 

②学修成果の評価 

学修成果の評価に関しては、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、卒業認定・学位授与方針に沿った学修課

程を重視しつつ、成績評価基準に基づき厳格に行う。さらに GPA を利用し評価、指導す

る。 

 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html ） 

（概要） 

外国語学部 中国語学科 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 
 

①入学前に求められる能力、水準等 

 本学科の「卒業認定・学位授与方針」及び「教育課程編成・実施の方針」を踏まえ、

中国語・中国語圏と母語に強い関心を持ち、さらに次のア．学習歴を有するとともに、

イ．学力水準及びウ．能力を身につけている学生を求める。 

 

ア．学習歴 

    高等学校で国語、英語、地理歴史、公民等の社会科系科目を学習している。 

イ．学力水準 

    学問領域を学修するために必要とする基礎的な知識・技能を身につけ、論理的思

考を以て情報の受信・発信ができる。 

ウ．能力 
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（ア）高等学校で修得すべき基本的知識を身につけている。 

（イ）中国語・中国語圏の言語・社会・文化・歴史・経済等への関心と論理的思考 

力を身につけている。 

（ウ）中国語・中国語圏の専門的知識と高い言語運用能力を以て、地域や国際社会 

を支える志を身につけている。 

（エ）国内外への社会現象への強い関心を持ち、コミュニケーション能力を備えて、 

協働しながら問題解決に取り組むための行動力を身につけている。 
 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点を置く「総合型選抜」及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点を置く「一般選抜」の三つの方法により、入

学に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校で得た

知識や体験、資格も審査の対象とする。 

 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 外国語学部 スペイン語学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html） 

（概要） 

世界で広く用いられているスペイン語の高い運用力とコミュニケーション能力を

修得し、豊かな教養と異文化理解をもって国の内外で活躍できる人材を育成する。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html） 

（概要） 

外国語学部 スペイン語学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

①卒業時までの到達目標 

豊かな専門的知識と実践的で的確なスペイン語運用能力とコミュニケーション能力、

さらに多文化共生を志向する国際感覚を持ち、地域社会や国際社会の課題発見と解決に

貢献し、社会の一員として判断・行動できる人材を育成する。 

以下の到達目標（知識、技能、意欲、協働力等）に達した者に学士（スペイン語）の

学位を授与する。 

 

ア．専門的知識の修得 

スペイン語やスペイン語圏の文化に関する専門的知識を体系的に身につけている。 

イ．言語運用能力の修得 

時代の変化と社会の課題に答えるスペイン語の実践的な運用能力を身につけてい 

る。 

ウ．汎用的知識・技能・能力の修得 

社会生活に広く、深く浸透しつつある ICT やデータサイエンス等の新技術に対応し 

ていくための基本的な知識・技能を有し、社会人としてふさわしい対人対応に求めら 

れるコミュニケーション・スキルを身につけている。 
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エ．社会の一員として生きる意欲・姿勢の修得 

多様化し変化し続ける社会の一員として、異なる文化背景を持つ人々に共感し交流

しようとする意欲とともに、時代の変化に柔軟に向き合うアクティブラーナーの力を

身につけている。 

オ．課題発見・解決能力の修得 

地域社会から国際社会まで、所属するコミュニティや組織の一員として、相互理解 

に努めるとともに、コミュニティや組織の直面する課題を見つけ解決に向けて率先し 

て協働していく能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

同課程の教育課程を修め、上記の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

異文化コミュニケーターの素養を備えており、言語・文化の研究者、教育者、エキスパ

ートとして、各種ビジネス業界、官公庁、社会貢献活動等多様な分野での活躍が期待さ

れる。これらの活動を通じて、本学科は日本と国際社会との良好な関係の構築と維持、

ならびに日本の地域活性化、国際化に貢献する。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html） 

（概要） 

外国語学部 スペイン語学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

①教育課程の編成 

教育課程の編成にあたっては「卒業認定・学位授与方針」に謳う人材育成のために、

以下の５点を重視する。科目の配当においては、基礎から応用に向かう順次性、科目の

目標・方法の系統性にも配慮する。 

ア．専門的知識の育成 

・ 専門教育科目は必修科目、選択科目 I 及び選択科目 II の三つの構成とし、基 

礎・発展・完成と卒業まで体系的に学べるように編成する。 

・ 専門選択科目においては、履修モデルを示しキャリア目標に応じた学習を可

能にする。言語の仕組みについて専門的知識を修得すると同時に、４技能の向

上を図る。 

・ また、スペイン語圏の社会問題、ビジネス、文化、歴史、文学、芸術などを 

理解し、言語と文化の関連性を分析できる能力を培う。 

イ．言語運用能力の育成 

・ 実践的で的確な母語及び外国語の運用能力とコミュニケーション能力の向上 

を図る。 

・ 専門選択科目では、キャリア目標に応じた学習を可能にする。文法、語彙、 

リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングなどの言語スキルを 

磨き、実際のコミュニケーションに役立てることを重視する。スペイン語以外 

の外国語科目初級は１年間必修（週２回）、中級は選択科目（週１回）として 

履修年次は自由に選べるように設定し、多様性について学び、情報や知識を多 

面的かつ論理的に分析し、表現できる能力を育成する。 

・ CEFR の指標に照らし合わせた学修成果が得られているか検証する。 

ウ．汎用的知識・技能・能力の育成 

・ ICT、データサイエンスについての基本的知識と技能、ならびに基本的な数量 

的分析能力を向上させるために、学部基盤科目群に情報系の科目を置く。 

・ 情報収集力、情報発信力と論理的思考力はゼミナール科目群を通して指導す 

る。 

・ 人間関係の構築、維持、発展等に必要なコミュニケーション・スキルの涵養 

は、多くのアクティブ・ラーニング科目を通して指導する。 
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エ．社会の一員として生きる姿勢・態度の育成 

・ 多様化する日本や国際社会に生きる一員であることが自覚できるよう、学科 

専門科目群のほか、学部教養科目群に異文化理解を深める機会を提供する科目 

を置く。 

・ 卒業後のキャリアパスを早くから意識し、国内外の変化に柔軟に対応してい 

く姿勢を身につけられるように学部基盤科目としてキャリア科目群を置く。 

・ 相互学習能力の育成：1 年次から相互学習を導入し、2 年次以降はプレゼンテ 

ーション、グループワークなどを取り入れ、他者との対話を通して方向性を見 

出し、目標実現のために行動できる能力を育成する。 

オ．課題発見・解決能力の育成 

・ 国内外で生起する諸問題を日頃から意識し、外国語学部生ならではのリソー 

スから情報を収集、分析し、解決法を模索する姿勢と能力を涵養するため、ゼ 

ミナール科目群では自ら課題を設定し、解決を模索する能動的学修を行う。そ 

の集大成として、卒業時に論文、研究、発表などを全員に課する。 

・ 3･4 年次ゼミナールでは演習やプロジェクトを組み込み、課題解決及び目的 

達成のために協働学習をおこない自主的・自律的に物事に取り組む能力を高め 

るカリキュラムを編成する。 

 

②学修成果の評価 

学修成果の評価に関しては、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、卒業認定･学位授与方針に沿った学修課

程を重視しつつ、成績評価基準に基づき厳格に行う。さらに GPA、CEFR を利用し評価、

指導する。 

学修成果が CEFR の指標に照らし合わせて達成されているか検証する。 

 

 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html ） 

（概要） 

外国語学部 スペイン語学科 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

①入学前に求められる能力、水準等 

 本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程編成・実施の方針」を踏まえ、

スペイン語・スペイン語圏と母語に強い関心を持ち、さらに次のア．学習歴を有すると

ともに、イ．学力水準及びウ．能力を身につけている学生を求める。 

 

ア．学習歴 

    高等学校等で国語、英語、地理歴史、公民等の社会科系科目を学習している。 

イ．学力水準 

    学問領域を学修するために必要とする基礎的な知識・技能を身につけ、論理的思

考を以て情報の受信・発信ができる。 

ウ．能力 

（ア）高等学校で修得すべき基本的知識・技能・能力を身につけている。 

（イ）スペイン語･スペイン語圏の言語･社会･文化･歴史･経済等への関心と論理的思 

考力を身につけている。 

（ウ）スペイン語･スペイン語圏の専門的知識と高い言語運用能力を以て、地域や国 

際社会を支える志を身につけている。 

（エ）国内外への社会現象への強い関心を持ち、コミュニケーション能力を備えて、 

協働しながら問題解決に取り組むための行動力を身につけている。 
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②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点を置く「総合型選抜」、及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点を置く「一般選抜」の三つの方法により、入

学に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校で得た

知識や体験、資格も審査の対象とする。 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 外国語学部 国際日本語学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html ） 

（概要） 

日本語についての知見をもとにした言語を通しての相互理解と発信する力、日本

文化への洞察をもとにした社会的人間関係を構築し、発展させる力、そして、問題

を発見し、思考するとともにコミュニケーションを通して解決する力を身につける

。 

日本の言語、文化、社会への深い理解のうえに、優れた発信型の語学力と異文化

コミュニケーション能力を有し、また、グローバルな視野と教養、実践力を身につ

けた、国内外の幅広い分野で活躍できる人材を育てる。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html） 

（概要） 

外国語学部 国際日本語学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 
①卒業時までの到達目標 

  豊かな専門的知識と実践的で的確な日本語運用能力とコミュニケーション能力、さら

に多文化共生を志向する国際感覚を持ち、地域社会や国際社会の課題発見と解決に貢献

し、社会の一員として判断・行動できる人材を育成する。 

  以下の到達目標（知識、技能、意欲、協働力等）に達した者に学士（日本語）の学位

を授与する。 

 

ア．専門的知識の修得 

 日本語や日本文化に関する専門的知識を体系的に身につけている。 

イ．言語運用能力の修得 

時代の変化と社会の課題に答える日本語の実践的な運用能力を身につけている。 

ウ．汎用的知識・技能・能力の修得 

社会生活に広く、深く浸透しつつある ICT やデータサイエンス等の新技術に対応し

ていくための基本的な知識・技能を有し、社会人としてふさわしい対人対応に求めら

れるコミュニケーション・スキルを身につけている。 

エ．社会の一員として生きる意欲・姿勢の修得 

多様化し変化し続ける社会の一員として、異なる文化背景を持つ人々に共感し交流

しようとする意欲とともに、時代の変化に柔軟に向き合うアクティブラーナーの力を

身につけている。 

オ．課題発見・解決能力の修得 
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地域社会から国際社会まで、所属するコミュニティや組織の一員として、相互理解

に努めるとともに、コミュニティや組織の直面する課題を見つけ解決に向けて率先し

て協働していく能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

同課程の教育課程を修め、上記の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

異文化コミュニケーターの素養を備えており、言語・文化の研究者、教育者、エキスパ

ートとして、各種ビジネス業界、官公庁、社会貢献活動等多様な分野での活躍が期待さ

れる。これらの活動を通じて、本学科は日本と国際社会との良好な関係の構築と維持、

ならびに日本の地域活性化、国際化に貢献する。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html） 

（概要） 

外国語学部 国際日本語学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

①教育課程の編成 

教育課程の編成にあたっては「卒業認定・学位授与の方針」に謳う人材育成のために、

以下の５点を重視する。科目の配置においては、基礎から応用に向かう順次性、科目の

目標・方法の系統性にも配慮する。 

ア．専門的知識の育成 

・ 日本語に関わる専門的学修の基礎を学ぶために必修科目の科目群を置く。 

・ 日本語教師として国内外の現場で活躍できるだけの知識と能力が身につくよ

う、選択科目Ⅱ（日本語教育）の科目群を置く。 

・ 日本語・日本文化に関わる進路、あるいは国語教員を目指す学生が、日本語・

日本文化に関しての知見を深められるよう、選択科目Ⅱ（日本語・日本文化）

の科目群を置く。 

イ．言語運用能力の育成 

・ 日本語文法、文章表現法の理解を深め、さらに日本語の表現能力を幅広く向

上させられるよう、選択科目Ⅰに文法系、表現系の科目群を置く。 

・ 日本語以外の言語に対する理解を深め、その言語の運用能力を向上させるた

めに、外国語科目群をおく。また、生きた場面で言語使用に触れる機会を持て

るよう、海外研修・留学プログラムへの積極的な参加を促す。 

・ 留学生の日本語運用能力向上のために選択科目Ⅰ・日本語(留学生)科目群を

必修とする。 

ウ．汎用的知識・技能・能力の育成 

・ ICT、データサイエンスについての基本的知識と技能、ならびに基本的な数量

的分析能力を向上させるために、学科基盤科目（情報）の科目群を置く。情報リ

テラシーと論理的思考力は、ゼミナール科目群の各科目を通して指導する。 

・ コミュニケーション・スキル、社会人として必要なスキルの涵養は、ゼミナー

ルをはじめとする多くの科目で実施される能動的学修形態を通じて行う。 

エ．社会の一員として生きる意欲・姿勢の育成 

・ 多様化する日本や国際社会に生きる一員であることを自覚し、異文化間理解/

交流に積極的に取り組めるよう、日本人学生と留学生がほぼ同数という学科固

有の学生構成と能動的学修形態を組み合わせた学修環境を提供する。 

・ 卒業後のキャリアパスを早くから意識し、国内外の変化に柔軟に対応してい

く姿勢を身につけられるよう、学部基盤科目（キャリア）の科目群を置く。 

オ．課題発見・解決能力の育成 

・ 事態を観察、調査・研究・解決する能力の涵養のため、ゼミナール科目群では

自ら課題を設定し、解決を模索する能動的学修を行う。その集大成として「卒
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業論文」を全員に課する。 

・ 学科専門科目においても能動的学修の実施を推奨し、協働しながら課題を発

見し、解決する機会を可能な限り多く提供する。 

 

②学修成果の評価 

学修成果の評価については、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った

学修過程を重視しつつ、成績評価基準に基づき厳格に行う。さらに GPA を利用し評価、

指導する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ffl-about.html ） 

（概要） 

外国語学部 国際日本語学科 
入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 
①入学前に求められる能力、水準等 

本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程編成・実施の方針」を踏まえ、

日本語・日本文化に強い関心を持ち、さらに次のア．学習歴を有するとともに、イ．学

力水準及びウ．能力を身につけている学生を求める。 

 

ア．学習歴 

    高等学校で、国語、英語、地理歴史、公民等の社会科系科目を学習している。 

イ．学力水準 

    本学科の学問領域を学習するために必要とする基礎的な知識・技能を身につけ、

論理的思考で情報の発信ができる。  

外国人留学生は、本学科の授業を受けるために必要とする日本語能力を身につけ

ている。 

ウ．能力 

（ア）高等学校で修得すべき基本的知識を身につけている。 

（イ）日本語・日本文化をはじめとする言語・文化への強い関心と論理的思考力を 

身につけている。 

（ウ）日本語・日本文化の専門的知識と高い言語運用能力を以て、地域や国際社会 

を支える志を身につけている。 

（エ）国内外の社会現象に強い関心を持ち、コミュニケーション能力を備えて、協 

働しながら問題解決に取り組むための行動力を身につけている。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点を置く「総合型選抜」及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点を置く「一般選抜」の三つの方法により、入

学に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校等で得

た知識や体験、資格も審査の対象とする。 

    なお、外国人留学生の入学者選抜も同様に、大きく外国人留学生専用の「外国人留学

生選抜（自己推薦）」「学校推薦型選抜」及び「一般選抜」の三つからなる。「外国人留

学生選抜（自己推薦）」及び「学校推薦型選抜」では学修意欲、学習歴及び能力の審査

に重点を置き、「一般選抜」では学力水準の審査に重点を置いて判定する。 

 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実
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施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 工学部 機械システム工学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 

（概要） 

国際感覚と教養を身につけるとともに、機械システム工学に関する均整のとれた

知識を修得し、社会と工学の発展に貢献できる人材を育成する。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html ） 

（概要） 

工学部 機械システム工学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

①卒業時までの到達目標 

「工学に関する基礎から応用に至る『ものづくり』を重視した知識と技術能力を修得

し、日本と国際社会の発展に貢献できる人材を育成する」とする工学部全体の人材の育

成に関する目的を踏まえて、機械システム工学科では、国際感覚と教養を身につけると

ともに、機械システム工学に関する均整のとれた知識を修得し、社会と工学の発展に貢

献できる人材を育成するため、十分な教育を行い、以下の到達目標（知識・技能・態度

等）に達した者に対して学士（工学）の学位を授与する。 

 

ア．教養・基礎学力の修得 

    専門的な知識のみでなく、学士として必要な教養を身につけている。 

    また、工学的な技術の基礎となる理数分野の知識を身につけている。 

イ．専門知識・技術の修得 

企業におけるエンジニアとして期待される人材養成のために設定された機械工学 

とその周辺技術の学修を通して幅広い視野を持ち、自らが進んで社会の発展のため 

に貢献する気構えを身につけている。 

機械部品の図面の読み描きや加工法について、基本的な能力と技術を身につけて 

いる。 

機械工学の実験について、機器の操作や計測を円滑に行うことができ、観測され 

た現象について工学的に考察できる能力を身につけている。 

ウ．コミュニケーション能力の修得 

グローバル化した社会の中で、機械工学の知識を生かしながら、コミュニケーシ 

ョンをとることのできる能力を身につけている。 

なお、外国人留学生は、以上の能力に加え、日本文化の理解や就職に対応できる 

専門的な日本語能力を身につけている。 

エ．総合課題解決能力の修得 

体系的に身につけた知識・技術を総合して問題を分析し、これを解決することが 

できる能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

  同課程の教育課程を修め、以上の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

機械工学分野の設計、製造、保守・整備や新しい技術の研究開発の分野で、優れた能力

を発揮することができる。 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 
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（概要） 

工学部 機械システム工学科 
教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

①教育課程の編成 

工学部機械システム工学科の教育課程は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」を

踏まえ、「ものづくり」を基本とした技術者教育を目指し、以下の４点を重視した編成

とし、これらの能力を身につけた人材を育成する。教養や基礎学力の育成や専門知識の

育成は主に講義形態を、専門技術の育成やコミュニケーション能力の育成は、個人ある

いは少人数のグループワークを含む演習、実験、実習形態を採用し、特に総合課題解決

能力の育成は個人別のプロジェクトベースの形態により学修をすすめる。さらに、ロボ

ットエンジニアや機械設計を含む幅広い機械工学分野の職業につながる順次性のある

体系的な教育課程を編成する。 
 

ア．教養・基礎学力の育成 

    学士として必要な教養については、講義科目を中心とする全学共通教養科目の学

修を通して育成を行う。 

    また、工学を学び、専門分野で働くために必要な理数系科目については、講義科

目、実験科目を含む専門基礎科目を配置することによって育成を行う。 

イ．専門知識・技術の育成 

    実験と実習に重きを置き、コンピュータ技術を加味したカリキュラムの編成によ

り、機械工学とその周辺技術の学修を通して幅広い視野を培い、自らが進んで社会

の発展に貢献する人材を育成する。 

ウ．コミュニケーション能力の育成 

グループワークを取り入れた実験・実習科目により、専門知識を学びつつ周囲と 

協働できるコミュニケーション能力を持てるよう育成する。 

また、外国語科目については、「読む、書く、聞く、話す」を学ぶ科目をバラン 

スよく配置し、さらに発展科目を取り入れた科目編成により、国内だけでなく海外 

でも信頼される機械工学分野のエンジニアとして協働できるコミュニケーション 

能力を有する人材を育成する。 

なお、外国人留学生は、以上の育成に加え、日本語、日本事情等の科目において、 

日本の文化や就職に対応できる専門的な日本語能力を向上させ、国内外の企業等で 

就職できるように育成する。 

エ．総合課題解決能力の育成 

    卒業研究において、機械工学分野における問題について課題設定を行い、主に専

門知識や技術を用い、周囲とのコミュニケーションを図りながら、総合的に課題を

解決する力を育成する。 
 

②学修成果の評価 

  学修成果の評価については、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った

学修過程を重視し、「成績評価基準」に基づき厳格に行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html ） 

（概要） 

工学部 機械システム工学科 
入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

①入学前に求められる能力、水準等 

   工学部機械システム工学科は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課

程編成・実施の方針」を踏まえ、国際感覚と教養を身につけるとともに、機械システム

工学に関する均整のとれた知識を修得し、機械工学分野の設計、製造、保守・整備や新

41



  

しい技術の研究開発の分野で活躍する有為の人材を輩出することを目的とする。 

このため、本学科に入学を希望する場合、本学科の目的及び研究分野に高い関心を持

ち、さらに以下に示すアからウの要件に該当するものとする。 

 

ア．学習歴 

    高等学校等において理数系の科目を履修している。 

    外国人留学生は、入学前に日本語を学習している。 

イ．学力水準 

    大学での学修に必要な基礎学力の素養がある。 

    外国人留学生は、本学科の授業を受けるために必要とする日本語能力を身につけ

ている。 

ウ．能力 

機械システム工学分野の知識・技能を修得しようとする熱意を有し、修得した成

果をもとに有用な工業製品を考案する思考力の柔軟性とその製品価値を見極める

ための基礎的な判断力を兼ね備えていること。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点をおく「総合型選抜」及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点をおく「一般選抜」の三つの方法により入学

に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校等で得た

知識や体験、資格も審査の対象とする。 

  なお、外国人留学生の入学者選抜では、「外国人留学生選抜」を実施しているが、理

数系科目の基礎学力と日本語能力の水準、そして当該分野の学修意欲を審査し判定する。 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 工学部 電子システム工学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 

（概要） 

現代社会を支える多様化した電子システムを開発・運用するために必要な知識と

技術能力を修得し、国内外の発展に貢献できる人材を育成する。 
 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 

（概要） 

工学部 電子システム工学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

①卒業時までの到達目標 

「工学に関する基礎から応用に至る『ものづくり』を重視した知識と技術能力を修得

し、日本と国際社会の発展に貢献できる人材を育成する」とする工学部全体の人材の育

成に関する目的を踏まえて、電子システム工学科では、現代社会を支える多様化した電

子システムを開発・運用するために必要な知識と技術能力を修得し、国内外の発展に貢

献できる人材を育成するため、十分な教育を行い、以下の到達目標（知識・技能・態度

等）に達した者に対して学士（工学）の学位を授与する。 
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ア．教養・基礎学力の修得 

    工学における全般的な基礎知識を有し、社会の様々な要請に応えるための必要な

教養を身につけている。 

    また、工学的な技術の基礎となる理数分野の知識を身につけている。 

イ．専門知識・技術の修得 

電子システム工学領域の全体に共通する基本的な知識と実践的な技術を身につ

けている。また、電子システム工学の各領域における専門的な知識を身につけてい

る。 

ウ．コミュニケーション能力の修得 

    グローバル化した社会の中で、電子工学の知識を生かしながら、コミュニケーシ

ョンをとることのできる能力を身につけている。また、自ら考え抜く力を培い、自

分の考えを的確に表現することができる能力を身につけている。 

    なお、外国人留学生は、以上の能力に加え、日本文化の理解や就職に対応できる

専門的な日本語能力を身につけている。 

エ．総合課題解決能力の修得 

    体系的に身につけた知識・技術を総合して問題を分析し、これを解決することが

できる能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

  同課程の教育課程を修め、以上の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

電子情報通信工学分野の設計、生産、保守・整備や新しい技術の研究開発の分野で、優

れた能力を発揮することができる。 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 

（概要） 

工学部 電子システム工学科 
教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

①教育課程の編成 

工学部電子システム工学科の教育課程は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」を

踏まえ、「ものづくり」を基本とした技術者教育を目指し、以下の４点を重視し編成す

る。   

教養や基礎学力の育成や専門知識の育成は主に講義形態を、専門技術の育成やコミュ

ニケーション能力の育成は、個人あるいは少人数のグループワークを含む演習、実験、

実習形態を採用し、特に総合課題解決能力の育成は個人別のプロジェクトベースの形態

により学修をすすめる。さらに、電気通信エンジニアや回路設計を含む幅広い電子工学

分野の職業につながる順次性のある体系的な教育課程を編成する。 

 

ア．教養・基礎学力の育成 

    学士として必要な教養については、講義科目を中心とする全学共通教養科目の学

修を通して育成を行う。 

    また、工学を学び、専門分野で働くために必要な理数系科目については、講義科

目、実験科目を含む専門基礎科目を配置することによって育成を行う。 

イ．専門知識・技術の育成 

    １年次より回路やコンピュータの基礎を学修すると共に実習を行い、２年次以降

の専門科目の学修が円滑に進むよう配慮したカリキュラムの編成により、全員が一

定の知識・技能を身に付けた人材を育成する。 

ウ．コミュニケーション能力の育成 

グループワークを取り入れた実験・実習科目により、専門知識を学びつつ周囲と 
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協働できるコミュニケーション能力を持てるよう育成する。 

また、外国語科目については、「読む、書く、聞く、話す」を学ぶ科目をバラン 

スよく配置し、さらに発展科目を取り入れた科目編成により、国内だけでなく海外 

でも信頼される電子工学分野のエンジニアとして協働できるコミュニケーション 

能力を有する人材を育成する。 

    なお、外国人留学生は、以上の育成に加え、日本語、日本事情等の科目において、

日本の文化や就職に対応できる専門的な日本語能力を向上させ、国内外の企業等で

就職できるように育成する。 

エ．総合課題解決能力の育成 

    卒業研究において、電子工学分野における問題について課題設定を行い、主に専

門知識や技術を用い、周囲とのコミュニケーションを図りながら、総合的に課題を

解決する力を育成する。 

 

②学修成果の評価 

学修成果の評価については、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った

学修過程を重視し、「成績評価基準」に基づき厳格に行う。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html ） 

（概要） 

工学部 電子システム工学科 
入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 
①入学前に求められる能力、水準等 

工学部電子システム工学科は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課

程編成・実施の方針」を踏まえ、現代社会を支える多様化した電子システムを開発・運

用するために必要な知識と技術能力を修得し、電子情報通信工学分野の設計、生産、保

守・整備や新しい技術の研究開発の分野で活躍する有為の人材を輩出することを目的と

する。 

  このため、本学科に入学を希望する場合、本学科の目的及び研究分野に高い関心を持

ち、さらに以下に示すアからウの要件に該当するものとする。 

 

ア．学習歴 

    高等学校等において理数系の科目を履修している。 

    外国人留学生は、入学前に日本語を学習している。 

イ．学力水準 

    大学での学修に必要な基礎学力の素養がある。 

    外国人留学生は、本学科の授業を受けるために必要とする日本語能力を身につけ

ている。 

ウ．能力 

電子システム工学分野の知識・技術を修得しようとする熱意を有する。回路、通

信、計測、制御、材料等エレクトロニクスの主要分野、及びこれらを支えるプログ

ラミング技術とシステム構成（応用）技術について強い関心を持ち、社会に貢献し

たい、ならびに国際社会で活躍したいという熱意を持つ。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点をおく「総合型選抜」及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点をおく「一般選抜」の三つの方法により入学

に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校等で得た

44



  

知識や体験、資格も審査の対象とする。 

  なお、外国人留学生の入学者選抜では、「外国人留学生選抜」を実施しているが、理

数系科目の基礎学力と日本語能力の水準、そして当該分野の学修意欲を審査し判定する。 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 工学部 情報工学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 

（概要） 

情報社会及び多彩な産業分野におけるコンピュータ活用技術を身につけ、情報シ

ステムの構築並びに情報サービスの発展に貢献できる人材を育成する。 
 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 

（概要） 

工学部 情報工学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 
①卒業時までの到達目標 

  「工学に関する基礎から応用に至る『ものづくり』を重視した知識と技術能力を修得

し、日本と国際社会の発展に貢献できる人材を育成する」とする工学部全体の人材の育

成に関する目的を踏まえて、情報工学科では、情報社会及び多彩な産業分野におけるコ

ンピュータ活用技術を身につけ、情報システムの構築並びに情報サービスの発展に貢献

できる人材を育成するため、十分な教育を行い、以下の到達目標（知識・技能・態度等）

に達した者に対して学士（工学）の学位を授与する。 

 

ア．教養・基礎学力の修得 

    情報モラル、倫理を理解し、実践することができ、専門的知識を支える情報の収

集、分析、表現能力を身につけている。また、情報分野と関わりがある文化、歴史、

社会などの教養を身につけている。 

また、工学的な技術の基礎となる理数分野の知識を身につけている。 

イ．専門知識・技術の修得 

ソフトウェア、ハードウェア、ネットワークなどの情報工学の基礎知識や、AI、

IoT、データサイエンス、サイバーセキュリティなどの応用分野の知識を身につけて

いる。 

情報システムや情報サービスに関する仕様や構造が理解でき、構築や運用ができ 

る能力を身につけている。 

情報システムを用いた問題解決のためのプログラミング技術を身につけている。 

ウ．コミュニケーション能力の修得 

    グローバル化した社会のなかで、個人またはチームとして、情報システム開発や

情報サービスの運用をするためのコミュニケーション能力を身につけている。 

    なお、外国人留学生は、以上の能力に加え、日本文化の理解や就職に対応できる

専門的な日本語能力を身につけている。 

エ．総合課題解決能力の修得 

    体系的に身につけた知識・技術を総合して問題を分析し、これを解決することが
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できる能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

  本学科の教育課程を修め、以上の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

情報工学・コンピュータサイエンス分野の開発、設計、製造、サービスや AI、IoT、デー

タサイエンス、サイバーセキュリティなどの新しい技術の研究開発の分野で、優れた能

力を発揮することができる。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 

（概要） 

工学部 情報工学科 
教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

①教育課程の編成 

工学部情報工学科の教育課程は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」を踏まえ、

理工系学部情報系学科のためのコンピュータサイエンス教育を基本とした科目構成に

加えて、実践的な演習科目を中心として、以下の４点を重視し編成する。教養や基礎学

力の育成や専門知識の育成は主に講義形態を、専門技術の育成やコミュニケーション能

力の育成は、個人あるいは少人数のグループワークを含む演習、実験、実習形態を採用

し、特に総合課題解決能力の育成は卒業研究において個人別のプロジェクトベースの形

態により学修をすすめる。さらに、システムエンジニア、プログラマや AI、IoT、デー

タサイエンス、サイバーセキュリティなどの新しい技術を含む幅広い情報工学分野の職

業につながる順次性のある体系的な教育課程を編成する。 

 

ア．教養・基礎学力の育成 

    学士として必要な教養については、講義科目を中心とする全学共通教養科目の学

修を通して育成を行う。 

    また、工学を学び、専門分野で働くために必要な理数系科目については、講義科

目、実験科目を含む専門基礎科目を配置することによって育成を行う。 

イ．専門知識・技術の育成 

    情報処理学会が定める情報工学カリキュラム標準に基づいた上で、多様な応用分

野の履修を可能とするカリキュラム編成により、視野の広い人材を育成する。 

ウ．コミュニケーション能力の育成 

グループワークを取り入れた実験・実習科目により、専門知識を学びつつ周囲と 

協働できるコミュニケーション能力を持てるよう育成する。 

また、外国語科目については、「読む、書く、聞く、話す」を学ぶ科目をバランス 

よく配置し、さらに発展科目を取り入れた科目編成により、国内だけでなく海外で 

も信頼される情報工学分野のエンジニアとして協働できるコミュニケーション能力 

を有する人材を育成する。 

    なお、外国人留学生は、以上の育成に加え、日本語、日本事情等の科目において、

日本の文化や就職に対応できる専門的な日本語能力を向上させ、国内外の企業等で

就職できるように育成する。 

エ．総合課題解決能力の育成 

    卒業研究において、情報工学分野における問題について課題設定を行い、主に専

門知識や技術を用い、周囲とのコミュニケーションを図りながら、総合的に課題を

解決する力を育成する。 

 

②学修成果の評価 

  学修成果の評価については、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った

46



  

学修過程を重視し、「成績評価基準」に基づき厳格に行う。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html ） 

（概要） 

工学部 情報工学科 
入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

①入学前に求められる能力、水準等 

工学部情報工学科は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程編成・

実施の方針」を踏まえ、情報社会及び多彩な産業分野におけるコンピュータ活用技術を

身につけ、情報システムの構築並びに情報サービスの発展に貢献できる人材を育成し、

情報工学・コンピュータサイエンス分野の開発、設計、製造、サービスや AI、IoT、デ

ータサイエンス、サイバーセキュリティ等の新しい技術の研究開発の分野で活躍する有

為の人材を輩出することを目的とする。 

  このため、本学科に入学を希望する場合、本学科の目的及び研究分野に高い関心を持

ち、さらに以下に示すアからウの要件に該当するものとする。 

 

ア．学習歴 

    高等学校等において理数系の科目を履修している。 

    外国人留学生は、入学前に日本語を学習している。 

イ．学力水準 

    大学での学修に必要な基礎学力の素養がある。 

    外国人留学生は、本学科の授業を受けるために必要とする日本語能力を身につけ

ている。 

ウ．能力 

情報工学分野の知識・技術を修得して、それを応用し新しい分野を開拓しようと

する熱意を有すること。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点をおく「総合型選抜」及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点をおく「一般選抜」の三つの方法により入学

に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校等で得た

知識や体験、資格も審査の対象とする。 

  なお、外国人留学生の入学者選抜では、「外国人留学生選抜」を実施しているが、理

数系科目の基礎学力と日本語能力の水準、そして当該分野の学修意欲を審査し判定する。 

 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 工学部 デザイン学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 
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（概要） 

工学における「ものづくり」を基盤に、デザイン提案に必要な知識と技術能力を身に

つけ、生活文化の発展に貢献できる人材を育成する。 
 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 

（概要） 

工学部 デザイン学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 
①卒業時までの到達目標 

「工学に関する基礎から応用に至る『ものづくり』を重視した知識と技術能力を修得

し、日本と国際社会の発展に貢献できる人材を育成する」とする工学部全体の人材の育

成に関する目的を踏まえて、デザイン学科では、工学における「ものづくり」を基盤に、

デザイン提案に必要な知識と技術能力を身につけ、生活文化の発展に貢献できる人材を

育成するため、十分な教育を行い、以下の到達目標（知識・技能・態度等）に達した者

に対して学士（工学）の学位を授与する。 

 

ア．教養・基礎学力の修得 

    デザインに関わる専門力の基盤となる教養と基礎学力を身につけている。 

また、工学的な技術の基礎となる理数分野の知識を身に付けている。 

イ．専門知識・技術の修得 

デザイナーとして活躍するために必要なデザイン分野の基本的知識を備え、自ら 

創出したアイデアを具現化する基本的技術を身につけている。 

また、デザインの社会的役割を理解し、感性、生活、プロダクト、メディアをキ 

ーワードとしたデザイン分野のより専門的な知識・スキルを身につけ、それを応用 

し、展開する能力を身につけている。 

ウ．コミュニケーション能力の修得 

    自ら創出したアイデアを第三者に伝えるための表現力と伝達力を身につけ、グロ

ーバル化した社会の中で協働することができる能力を身につけている。 

    なお、外国人留学生は、以上の能力に加え、日本文化の理解や就職に対応できる

専門的な日本語能力を身につけている。 

エ．総合課題解決能力の修得 

    デザイン領域の広がりと社会的意義を理解し、身につけた知識や技術、応用・展

開する力、表現・伝達・協働する力を統合して、デザイン分野の課題解決に取り組

むことができる能力を身につけている。 

 

②卒業後の進路 

  同課程の教育課程を修め、以上の到達目標に十分達したと認められた学位取得者は、

デザイン分野の創作、設計、製造、サービスや新しい技術の研究開発の分野で、優れた

能力を発揮することができる。 

 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 
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（概要） 

工学部 デザイン学科 
教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 
①教育課程の編成 

工学部デザイン学科の教育課程は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」を踏まえ、

多様なデザイン領域の中から学生の個性や能力に応じた選択肢を準備し、基礎と専門の

知識と技術を修得できるように、以下の４点を重視し編成する。教養や基礎学力の育成

や専門知識の育成は主に講義形態を、専門技術の育成やコミュニケーション能力の育成

は、個人あるいは少人数のグループワークを含む演習、実験、実習形態を採用し、特に

総合課題解決能力の育成は個人別のプロジェクトベースの形態により学修をすすめる。

さらに、各種デザイナーや企画・設計者を含む幅広いデザイン分野の職業につながる順

次性のある体系的な教育課程を編成する。 

 

ア．教養・基礎学力の育成 

    学士として必要な教養については、講義科目を中心とする全学共通教養科目の学

修を通して育成を行う。 

    また、工学を学び、専門分野で働くために必要な理数系科目については、講義科

目、実験科目を含む専門基礎科目を配置することによって育成を行う。 

イ．専門知識・技術の育成 

バランスよく配置された講義と演習で、デザインに関わる理論とスキルを体験的 

に学修し、情報工学科との共同開講による多様な応用分野の履修を可能とするカリ 

キュラム構成で、視野の広い人材を育成する。 

ウ．コミュニケーション能力の育成 

グループワークを取り入れた演習・実習科目により、専門知識を学びつつ周囲と 

協働できるコミュニケーション能力を持てるよう育成する。 

また、外国語科目については、「読む、書く、聞く、話す」を学ぶ科目をバランス 

よく配置し、さらに発展科目を取り入れた科目編成により、国内だけでなく海外で 

も信頼されるデザイン分野のエンジニアとして協働できるコミュニケーション能力 

を有する人材を育成する。 

なお、外国人留学生は、以上の育成に加え、日本語、日本事情等の科目において、 

日本の文化や就職に対応できる専門的な日本語能力を向上させ、国内外の企業等で 

就職できるように育成する。 

エ．総合課題解決能力の育成 

    卒業研究において、デザイン分野における問題について課題設定を行い、主に専

門知識や技術を用い、周囲とのコミュニケーションを図りながら、総合的に課題を

解決する力を育成する。 

 

②学修成果の評価 

  学修成果の評価については、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・

復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った

学修過程を重視し、「成績評価基準」に基づき厳格に行う。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/feng-about.html） 

（概要） 

工学部 デザイン学科 
入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 
①入学前に求められる能力、水準等 

  工学部デザイン学科は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程編成・
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実施の方針」を踏まえ、工学における「ものづくり」を基盤に、デザイン提案に必要な

知識と技術能力を身につけ、生活文化の発展に貢献できる人材を育成し、デザイン分野

の創作、設計、製造、サービスや新しい技術の研究開発の分野で活躍する有為の人材を

輩出することを目的とする。 

  このため、本学科に入学を希望する場合、本学科の目的及び研究分野に高い関心を持

ち、 さらに以下に示すアからウの要件に該当するものとする。 

 

ア．学習歴 

    高等学校等において理数系または芸術系の科目を中心に教育課程を幅広く履修し

ている。 

    外国人留学生は、入学前に日本語を学習している。 

イ．学力水準 

    大学での学修に必要な基礎学力の素養がある。 

    外国人留学生は、本学科の授業を受けるために必要とする日本語能力を身につけ

ている。 

ウ．能力 

デザインに強い興味・関心を持ち、デザイン分野の知識・技術の修得に自ら取組 

む主体性を有し、身の回りや社会に貢献したいという熱意と行動力を有する。また、 

積極的に視野を広げ、さまざまな人々と協働できるコミュニケーション力を持つ。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜では、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲、学習歴及び能

力を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点をおく「総合型選抜」及び「学

校推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点をおく「一般選抜」の三つの方法により入学

に求められる水準、能力等を判定する。前者においては、それまでに高等学校等で得た

知識や体験、資格も審査の対象とする。 

  なお、外国人留学生の入学者選抜では、「外国人留学生選抜」を実施しているが、理

数系及び芸術系科目の基礎学力と日本語能力の水準、そして当該分野の学修意欲を審査

し判定する。 

 

 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 国際学部 国際学科 

教 育 研 究 上 の 目 的 （ 公 表 方 法 ： 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 公 表 し て い る 。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fis-about.html） 

（概要） 

諸外国の言語、文化、民族、政治経済システムを理解し、国際協力、国際経済、国

際政治、国際文化、国際観光、農業総合、国際スポーツの7つの分野におけるグロー

バル化した社会の諸課題に取り組み、その解決に貢献できる人材を育成する。 
 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fis-about.html） 

（概要） 

国際学部 国際学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 
国際学部国際学科の７コースでは以下に示す教育目標を掲げている。 
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（１）国際協力コース 

開発途上国及び新興国への協力の在り方及びその改善策を考案できる専門的知識

と能力の修得 

（２）国際経済コース 

世界がともに経済発展を遂げるための具体的な方策を考案できる専門的知識と能

力の修得 

（３）国際政治コース 

紛争や対立を解決に導く平和・安全保障の未来形を提示し、これを実現する方策を

考案できる専門的知識と能力の修得 

（４）国際文化コース 

歴史や文化への理解をもとに世界とコミュニケーションする方法を学びこれを積

み上げていく方策を考案できる専門的知識と能力の修得 

（５）国際観光コース 

大交流時代に相応しい観光の在り方とそれを実現する方策を考案できる専門的知

識と能力の修得 

（６）農業総合コース 

農業ビジネス・環境保全・農村開発の推進役としてとるべき具体的な行動プラン   

を考案できる専門的知識と能力の修得 

（７）国際スポーツコース 

スポーツを通じた国際交流や社会貢献活動を考案し、それを実行できる能力の修得 

 

国際学部国際学科では、基礎科目、外国語科目、専門共通科目、上記の各コース専門科

目、及び自由科目の所定単位を修得することで、①三つの力（基礎知識、コミュニケーシ

ョン力、実践力）を身につけ、②各コースの専門的知識を体系的に修得し、この知識・技

能を駆使して、③各コースに関わる国際社会的課題を自ら設定し、必要な情報の収集・ 分

析を行い、他者と協調・協働しながら、その課題を解決できる能力を身につけたと認めら

れる学生に対して、卒業を認定し学士（国際開発）の学位を授与する。 

 

国際学部国際学科の教育課程を修め、以上の教育目標に十分達したと認められた学位取

得者は、国際的なビジネスを展開する企業（貿易・商社、金融・証券、メーカー、観光、農

業、スポーツ）や国際協力・交流に取り組む国際機関・団体などの職業で、優れた能力を

発揮できる。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 本学ホームページに公表してい

る。https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fis-about.html） 

（概要） 

国際学部 国際学科 
教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

国際学部国際学科では次のとおり、「教育課程編成・実施の方針」を定めて、これに基

づき、教育課程を編成し、実施する。 

 

ア．教育課程を編成するにあたっての目的と具体的な方針 

国際学部国際学科では、「卒業認定・学位授与の方針」を達成するために教育課程 

を編成する。具体的には三つの力（基礎知識、コミュニケーション力、実践力）と、 

各コースの専門的知識の体系的な修得を通して、グローバル化時代に活躍できる人材 

の育成を目指す。そのために、基礎知識、コミュニケーション力と実践力を身につけ 

る科目や専門知識を養う科目を、年次進行に合わせ順次的・体系的に配置する。 

基礎知識を養う科目として、教養科目に加え、基礎的アカデミックスキル、言語処 

理、数理処理にかかわる科目を１年次から２年次にかけて配置する。 

コミュニケーション力を養う科目として外国語科目を設置する。外国語科目は英語 
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に加え、第二外国語の履修を１年次から２年間必修とする。日本人の学生は、第二外 

国語として、主にアジア諸国の言語の中から一言語選択して２年間学修する。外国人 

留学生は第二外国語として日本語を学修する。さらに３年次以降も外国語の学修を継 

続できるように、上級科目を置く。 

実践力を養うために、学生の海外留学・国内研修・ボランティア活動やキャリア教 

育を支援する。 

専門知識については、１年次にグローバル人材育成のための入門科目と各コースの 

入門科目を配置する。２年次は基礎から専門への移行期と位置づけ、専門共通科目と 

コース専門科目(必修)を配置する。３年次以降はコース専門科目(選択)の履修を通じ 

て、さらに各コースの教育目標に必要な知識を修得させる。 

なお、２年、３年、４年と３年間かけて履修する専門ゼミナールでは、少人数教育 

の枠組みで、上記基礎知識、コミュニケーション力、実践力、専門知識の育成を組織 

的に進め、卒業論文でその集大成を行う。 

以上のように、専門的知識の体系的な理解、社会生活に必要な汎用的技能、主体的 

学修能力、実社会での課題発見・解決能力を身につけることができる教育課程を編成 

する。 

イ．学修成果の評価 

なお、学修成果の評価については、予め、学生に各授業科目の到達目標、授業計画、 

予習・復習及び成績評価の方法等を明示したうえで、卒業認定・学位授与方針に沿っ 

た学修 過程を重視しつつ、成績評価基準に基づき厳格に行う。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに公表している。

https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/fis-about.html） 

（概要） 

国際学部 国際学科 
入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 
①入学前に求められる能力、水準等 

  国際学部国際学科は、本学科の「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程編成・

実施の方針」を踏まえ、アジア、アフリカ、中南米を中心に国際社会への関心を持ち、

三つの力（基礎知識、コミュニケーション力、実践力）を身につけ、選択したコースの

専門的知識を体系的かつ実践的に修得する機会を提供する。これにより、グローバル化

された社会が目指している SDGs(持続可能な開発目標)を達成する時代に活躍できる人材

の育成を目指している。 

  そのために外国語によるコミュニケーション力を修得して、授業と留学や研修等を通

じて海外や国内の事情を学び実践力を身につける。さらに次の各要件を満たしている学

生を求める。 

 

ア．学習歴 

    高等学校での教育課程(相当)を幅広く学習している。さらに外国人留学生は、入

学前に日本語を学習している。 

イ．学力水準 

    国際学の領域を学修するために必要となる、高等学校で修得すべき基礎的な知識、

言語運用能力、論理的思考能力及び社会的適応能力を身につけている。さらに外国

人留学生は、授業を受けるために必要な水準の日本語能力を身につけている。 

ウ．能力・関心 

（ア）国際社会に関心を持っている。特にアジア、アフリカ、中南米等、特定の国・ 

地域に深い関心を持っている。 

（イ）人、文化、社会等の多様性を理解・尊重できる。また、多様な考え方も理解 

できる。 

（ウ）国際学部国際学科の学びをよく理解し、目的意識をもって大学の活動に積極 
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的に参加し、自身の目標を実現するための方向性を自ら考えて示す力を身につ 

けている。 

 

②入学希望者に求められる能力、水準等の判定方法 

  入学者選抜方法は、人物ならびに目的意識とそれを実現しうる学修意欲と経験・能力

を審査するための面接・プレゼンテーション等に重点をおく「総合型選抜」及び「学校

推薦型選抜」と、学力水準の審査に重点をおく「一般選抜」の三つに大きく分かれ、各々

の区分において入学に求められる水準、能力等を個別に審査・判定する。前者において

は、高等学校在学中の国内外での活動実績、留学、資格取得も審査の対象とする。 

  外国人留学生についても同様に、「外国人留学生選抜（自己推薦）」「学校推薦型選

抜」及び「一般選抜」に分かれている。「外国人留学生選抜（自己推薦）」及び「学校推

薦型選抜」では本学部を第１志望とする強い学修意欲、学習歴、活動実績及び能力の審

査に重点をおき、「一般選抜」では学力水準の審査に重点をおいて判定する。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/disclosure/ 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 6 人 － 6 人 

商学部 － 39 人 12 人 0 人 3 人 0 人 54 人 

政経学部 － 41 人 24 人 0 人 4 人 0 人 69 人 

外国語学部 － 22 人 9 人 0 人 1 人 0 人 32 人 

工学部 － 33 人 17 人 0 人 2 人 0 人 52 人 

国際学部 － 23 人 6 人 0 人 1 人 0 人 30 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 445 人 445 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：本学ホームページに公表している。 

https://syllabus.takushoku-u.ac.jp/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

本学では、本学の教育目標を達成するために、教職員が協働して、教育の質及び教育能

力を向上させるとともに教員の研究活動や社会貢献等の諸活動の活性化を図ることを目

的として、拓殖大学 FD 委員会規程に基づき、副学長、各学部長等で構成する全学委員会

「拓殖大学 FD 委員会」を設置し、FD 活動を推進している。また、学部・研究科において

は、FD 委員会の構成員等を中心に、それぞれの学部・研究科での FD 活動を推進してい

る。なお、FD 委員会と学部・研究科とは常に有機的に連携し、FD 活動における質の向上

を図っている。 

 FD 委員会では、全ての教員の教育能力・資質の改善・向上、研究活動や社会貢献等の

諸活動の活性化を図るため、FD ワークショップ（学部・大学院）を毎年度実施している。

また、授業内容・方法等の改善を図るため、「授業改善のための学生アンケート」の実施・

結果活用、講義要項チェックシステムの導入、「学修行動調査」及び「卒業・修了時実態

調査」の結果に基づく検証等を積極的に実施している。 

 FD ワークショップについては、平成 13（2001）年から全学的に取り組んでいる。当初、

各学部における FD 取組状況を踏まえて、学部間の情報交換を行うことからはじまった

が、その後、大学として組織的に対応すべき具体的な問題点を主要なテーマとして「105
分授業の振り返り」「生成 AI と高等教育機関におけるその活用法」「地域連携の現在と

未来」などを設定し、全学的な検討を行う場となっている。ここでテーマとなった問題点・

課題については、改善へと役立てられている。 
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④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

商学部 645 人 695 人 107.8% 2,580 人 2,743 人 106.3% 0 人 6 人 

政経学部 853 人 933 人 109.4% 2,962 人 3,106 人 104.9% 0 人 11 人 

外国語学部 280 人 291 人 103.9% 1,120 人 893 人 79.7% 0 人 1 人 

工学部 345 人 331 人 95.9% 1,380 人 1,409 人 102.1% 0 人 11 人 

国際学部 350 人 316 人 90.3% 1,400 人 1,246 人 89.0% 0 人 1 人 

合計 2,473 人 2,566 人 103.8% 9,442 人 9,397 人 99.5% 0 人 30 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

商学部 
592 人 

（100％） 

13 人 

（  2.2％） 

500 人 

（  84.5％） 

73 人 

（  12.3％） 

政経学部 
630 人 

（100％） 

20 人 

（  3.2％） 

512 人 

（  81.3％） 

84 人 

（  13.3％） 

外国語学部 
214 人 

（100％） 

8 人 

（  3.7％） 

170 人 

（  79.4％） 

33 人 

（  15.4％） 

国際学部 
274 人 

（100％） 

9 人 

（  3.3％） 

222 人 

（  81.0％） 

37 人 

（  13.5％） 

工学部 
264 人 

（100％） 

24 人 

（  9.1％） 

218 人 

（  82.6％） 

19 人 

（  7.2％） 

合計 
1974 人 

（100％） 

74 人 

（  3.7％） 

1622 人 

（  82.2％） 

246 人 

（  12.5％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

拓殖大学大学院、東北大学大学院、神戸大学大学院、慶應義塾大学大学院、早稲田大学大学院、青山学院

大学大学院、立命館大学大学院、上智大学大学院、明治大学大学院、東京都立大学大学院 

 

警視庁、東京消防庁、東京国税局、財務省、防衛省、自衛隊(陸・海・空)、埼玉県庁、東京特別区、東京都教育委

員会、日本航空、JR東日本、東京メトロ、SMBC日興証券、三菱UFJモルガン･スタンレー証券、りそな銀行、第一

生命保険、三井住友海上火災保険、帝国データバンク、富士ソフト、東計電算、日立ハイシステム21、キヤノンIT

ソリューションズ、大塚商会、LIXIL、ミネベアミツミ、東プレ、スリーボンド、YKK AP、サンゲツ、福岡造

船、日本製紙クレシア、住友林業、積水ハウス、高松建設、伊藤忠ハウジング、三井不動産リアルティ、

みずほビジネスサービス、神奈川トヨタ自動車、東京ドームスポーツ、良品計画、森永乳業、伊藤園、コ

ーセー、野村不動産ソリューションズ、船井総合研究所、エイチ･アイ･エス、星野リゾート、パークハイ

アット東京、森林研究・整備機構、埼玉医科大学、関西国際学園、神戸学園 

（備考） 
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c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

商学部 
657 人 

（100％） 

556 人 

（84.6％） 

53 人 

（8.1％） 

48 人 

（7.3％） 

0 人 

（  0％） 

政経学部 
673 人 

（100％） 

568 人 

（84.4％） 

55 人 

（8.2％） 

50 人 

（7.4％） 

0 人 

（  0％） 

外国語学部 
241 人 

（100％） 

188 人 

（78.0％） 

21 人 

（8.7％） 

32 人 

（13.3％） 

0 人 

（  0％） 

工学部 
314 人 

（100％） 

230 人 

（73.2％） 

51 人 

（16.2％） 

33 人 

（10.5％） 

0 人 

（  0％） 

国際学部 
303 人 

（100％） 

255 人 

（84.2％） 

21 人 

（6.9％） 

27 人 

（8.9％） 

0 人 

（  0％） 

合計 
2188 人 

（100％） 

1797 人 

（82.1％） 

201 人 

（9.2％） 

190 人 

（8.7％） 

0 人 

（  0％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

本学の講義要項（シラバス）は、毎年度4月から本学ホームページに掲載し予め学生に

周知している。全学統一の様式により、記載項目を「主要授業科目（主要授業科目の場合）」

「科目名」「英文科目名」「担当教員名」「開講キャンパス」「科目ナンバリング」「デ

ィプロマ・ ポリシー（DP）キーワード」「授業形態」「SDGsマーク」「授業の目的及び到

達目標」「授業計画」「授業の方法」「予習・復習」「成績評価の方法」「教科書・参考

書」「関連する科目」「当該科目の実務経験（該当する場合のみ記載）」の構成としてい

る。 

  単位制度の本来の趣旨を踏まえ、学生の主体的な学修を促す仕組みとして予習・復習に

必要な時間・内容や課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法を講義要項

に明記している。また、学生に自らの課程を通じた学修成果を把握させるために、「卒業

認定・学位授与の方針（デュプロマ・ポリシー）」と当該科目との対応関係も併記してい

る。さらに、個々の授業科目の記載内容が適正であるかといった観点から組織的に検討を

行うため、第三者が精査する講義要項（シラバス）のチェック体制を整えている。この講

義要項は、学生が年間または 4年間の履修計画、学修計画を立てる際や授業科目を選択す

る際に活用されている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

本学では、成績評価を客観的かつ厳格に行うことを目的として、次のとおり、GPAの基準

を用いて「成績不振学生の面接等」を行うこと、学科目別の成績評価分布の状況を把握し

公表したうえで、教員間又は授業科目間の平準化を目指した「成績評価基準」及び「成績評

価分布の目安」を定めるなどの取組を行っている。 
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履 修 要 項（抜粋） 

 

（1）教員間又は授業科目間の平準化を目指した「成績評価基準」等 

①試験問題やレポートの難易度は、客観的な評価となるよう工夫し予め 70 から 80 点程度

の平均点となるように努めます。 

②成績評価は、学期試験、レポート、小テスト、授業への参加状況など、多元的かつ総合的

に評価し、その個々の評価点の割合を講義要項で示します。 

③成績評価は、極端な偏りの評価が行われないよう、学科目別成績評価分布表の平均値を

踏まえ、下表のとおり、評価の分布（目安）となるように努めます。 

 

○成績評価分布の目安 

 

 

 

 

評   価 素  点 評価の分布（目安）  

 

 

 

Ｓ 100～90点 20％程度 

Ａ 89～80点 20～30％程度 

Ｂ 79～70点 20～30％程度 
     

※C・Fの評価の分布の目安は、次に示す「学科目別成績評価分布」の平均値を考慮

します。 

  ※履修者20人以下及び習熟度別クラスの科目は対象から除きます。  

（2）学科目別の成績評価分布表は、本学ホームページで公表しています。 

   「拓殖大学 学科科目別 成績評価分布」で検索してください。 

 
さらに、「教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）」において、予め、学

生に各授業科目の到達目標、授業計画、予習・復習及び成績評価の方法等を明示したうえ

で、「卒業認定・学位授与の方針」に沿った学修過程を重視し、「成績評価基準」に基づき

厳格に行うことを明記している。 

 

 

 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

商学部 

経営学科 126 単位 有 半期 22 単位 

国際ビジネス学科 126 単位 有 半期 22 単位 

会計学科 126 単位 有 半期 22 単位 

政経学部 

法律政治学科 126 単位 有 年間 44 単位 

経済学科 126 単位 有 年間 44 単位 

社会安全学科 126 単位 有 年間 44 単位 

外国語学部 

英米語学科 126 単位 有 年間 44 単位 

中国語学科 126 単位 有 年間 44 単位 

スペイン語学科 126 単位 有 年間 44 単位 

国際日本語学科 126 単位 有 年間 44 単位 

工学部 

機械システム工学科 124 単位 有 年間 48 単位 

電子システム工学科 124 単位 有 年間 48 単位 

情報工学科 124 単位 有 年間 48 単位 

デザイン学科 124 単位 有 年間 48 単位 

国際学部 国際学科 124 単位 有 年間 48 単位 
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ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること
公表方法：大学ホームページにて公表 

１．学生の教育研究環境 

（１）文京キャンパス 

https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/bunkyo-campus.html 

（２）八王子国際キャンパス 

https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/hachioji-campus.html 

（３）図書館 

https://www.takushoku-u.ac.jp/library/ 

（４）図書館（利用案内） 

https://www.takushoku-u.ac.jp/library/files/library_service_guide_2025.pdf 

（５）教育情報関連の施設・設備 

https://www.takushoku-u.ac.jp/ebook/1/campuslife2025//?page=60 

（６）実験実習工場 

https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/factory/ 

（７）研修施設 

https://www.takushoku-u.ac.jp/campus_life/training_facility/ 

（８）学生食堂 

https://www.takushoku-u.ac.jp/campus_life/student-cafeteria/ 

（９）学生寮 

https://www.takushoku-u.ac.jp/campus_life/dormitory.html 

２．校地・建物、構築物・機器備品、図書・車輌 

https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/disclosure/school-sites-etc.html 

３．交通アクセス 

https://www.takushoku-u.ac.jp/access.html 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

商学部 全学科 792,000 円 200,000 円 290,000 円 施設設備資金 

政経学部 全学科 792,000 円 200,000 円 290,000 円 施設設備資金 

外国語学部 全学科 907,000 円 200,000 円 230,000 円 施設設備資金 

工学部 全学科 1,000,000 円 200,000 円 430,000 円 施設設備資金 

国際学部 全学科 907,000 円 200,000 円 230,000 円 施設設備資金 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

授業時間外にインターネットを利用してキャンパスや自宅からパソコンでアクセスするこ

とにより予習・復習ができる学習支援システムを全学的に導入するなど学生の自主的な学習 
を促進するための支援に取り組んでいる。また、学部レベルでも、簿記・会計能力、日本語 
能力の補習・向上、及び論文の書き方指導を目的とした商学部・政経学部「学習支援室」(文 
京キャンパス)を、専攻言語の運用能力の向上を目的とした外国語学部「語学サロン」(八王 
子国際キャンパス)を、基礎学力向上を目的とした「工学部学習支援センター」(八王子国際 
キャンパス)を、英語運用能力の向上を目的とした国際学部「英語サロン」(八王子国際キャ 
ンパス)をそれぞれ開設している。 

 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

１．各学部教員と就職部職員との連携 

就職キャリアセンター会議、各学部の就職委員会、インターンシップ実行委員会、社会人

基礎力育成会議の４つの会議を組織し、教員と就職部が連携して学生のキャリア支援を行う

環境を整えている。教員は日頃の授業やゼミナールを通じて就業力を育成し、就職部は様々

なプログラムや個別相談を実施して一人ひとりの学生たちの将来を見据えたキャリア支援に

あたっている。 

 

２．主な就職支援プログラムの実施 

１年次･２年次には、ＳＰＩテスト、１年生キャリアガイダンスの他、職業観の醸成を目的

とした「カイシャハッケンツアー」等を通じて、早期から社会や自身の将来に関心を持つよ

うな支援を行っている。３年次には自己分析、履歴書・エントリーシートの書き方、面接対

策等の支援講座のほか、就活マナーや企業の方々の協力を得ての模擬面接等、実践的なトレ

ーニングを実施している。また、業界フェア、合同企業研究会など、業界・企業・職種研究

の機会も設けている。さらに、４年生に対しては合同企業説明会や個別企業選考会を実施し

ており、卒業後も求人情報の提供や個別相談を実施している。なお、日本で就職を希望する

外国人留学生向けにもガイダンスや合同企業説明会を行っている。 

 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

「学生生活に関する諸問題に総合的に対応することにより、学生の人間形成及び進路選択

を指導・援助することを目的」として学生支援センターが設けられています。 

本学独自の制度（学生主事制度）として、学生の人格形成及び学生生活の健全化を図るた

めに総合的な教育指導に従事する「学生主事及び学生主事補」を配置しており、心身の健康

59



  

等に関する面談が随時受けられる体制を構築しています。 

また、両キャンパス医務室においても看護師による相談を随時受けられる体制にありま

す。さらに、各種相談日として専門医による「心の健康相談日」、本学専任教員による「法

律相談日」「女子学生のための相談日」をそれぞれ月１回程度設け、加えて平成３０（２０

１８）年度からは本学専任教員による「心理相談日」を随時設けており、オンライン面談も

対応しております。 

令和６年４月から始まった合理的配慮の義務化に伴う対応としては、「障がい学生支援基

本方針」と「委員会規程」を策定し、障がい学生支援員２名、事務職員１名の増員を行いま

した。また、学生主事・事務職員が合理的配慮について認識を深めるため、日本私立大学連

盟や日本学生支援機構（JASSO）、全国高等教育障害学生支援協議会（AHEAD JAPAN）等の研

修会に参加し知見を深め、研修内容を部署に持ち帰り、部内研修を通じて情報共有を図り意

識の向上に努めています。 

 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

 

〇拓殖大学ホームページ 

（情報公開）https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/disclosure/ 

（ガバナンス・コード）https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/governance.html 

（自己点検・評価）https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/evaluation.html 

（役員・組織図）https://www.takushoku-u.ac.jp/summary/organization.html 

（講義要項・教員情報）http://syllabus.takushoku-u.ac.jp/index.html 

（学部・学科・大学院）https://www.takushoku-u.ac.jp/academics/ 

（中長期計画）https://plan2030.takushoku-u.ac.jp/ 

 

○大学ポートレート 

https://up-j.shigaku.go.jp/school/category01/00000000263501000.html 

 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

22人 26人

区分外（多子世帯） 0人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

※前期中に支援対象者から家計急変による支援対象者となった者は家計急変者の欄に記載。
※本学の制度利用により、支援対象者および家計急変による支援対象者に授業料等を減免せず奨学金
　のみ利用者を含む。

家計急変による
支援対象者（年間）

－

744人（　　　）人

195人 169人

内
訳

第Ⅲ区分 112人 109人

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

第Ⅱ区分

23人第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） F113310103206

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

738人（　　　）人

後半期

779人（　　　）人

440人

35人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

拓殖大学

学校法人拓殖大学

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
795人（　　　）人

443人第Ⅰ区分

61



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

14人 人 人

－ 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

認定の取消しを受けた者の人数に、休停止中（支援区分なし）を含む。

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

30人 人 人

人 人

－ 人 人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

－ 人 人
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

－ 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 87人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 87人 人 人

人数に、「休・停止中」（支援区分なし）を含む。

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

0人 人 人

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 25人 人 人
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